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ま

え

が

き

当
委
員
会
は
、
昭
和
三
四
年

一
一
月
九
日
に
長
野
県
宝
五
件
の
指
定
を
し
た
。
続
い
て
、
昭
和
三
五
年
二
月

一
一
日
に
長
野
県
史
跡

一
〇
件
の
指
定
を
し
た
。
さ

ら
に
、
同
じ
日
に
長
野
県
天
然
記
念
物
七
件
の
指
定
を
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
調
査
報
告
で
あ
る
。

本
県
が
文
化
財
を
顕
彰
し
、
そ
の
保
存
に
着
手
し
た
の
は
、
大
正

一
〇
年
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
れ
以
来
昭
和
三
六
年
ま
で
、
こ
の
事
業
は
読
け
ら
れ
た
。
そ
し

て
こ
の
間
に
、
七
七
〇
余
件
の
文
化
財
が
顕
彰
さ
れ
、
二
八
集
の
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
も
つ
と
も
、
こ
の
と
き
は
史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物
の
保
護
が

中
心
で
あ
つ
た
。
他
の
文
化
財
ま
で
手
が
回
ら
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
文
化
財
の
保
護
に
多
大
な
効
果
を
あ
げ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
七
年
に
こ
の
事
業
は

一
応
打
切
ら
れ
た
。
昭
和
二
五
年
に
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
文
化
財
保
護
条
例
が
制
定

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
文
化
財
保
護
法
の
制
定
に
よ
つ
て
、
わ
が
国
の
文
化
財
保
護
行
政
は
新
ら
し
く
出
発
し
た
。
県
の
保
護
行
政
も
、
こ
れ
に
添
う
こ
と
と
な
つ

た
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
．

現
在
、
県
下
に
は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
に
よ
つ
て
指
定
さ
れ
た
文
化
財
が

一
四
六
件
あ
る
。
国
宝
六
件
、
重
要
文
化
財

一
〇
〇
件
、
特
別
史
跡

一
件
、
特
別
名

勝
天
然
記
念
物

一
件
、
特
別
天
然
記
念
物
四
件
、
史
跡
九
件
、
名
勝
二
件
、
天
然
記
念
物
二
〇
件
、
重
要
民
俗
資
料
三
件
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
重
要
美
術
品
等
認
定

物
件
が

一
九
件
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ほ
か
に
も
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
化
財
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
文
化
財
保
護
条
例
を
制
定
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
文

化̈
財
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

条
例
制
定
以
来
第

一
回

の
指
定
ま
で
、
慎
重
に
準
備
し
た
。
従
来
の
保
護
行
政
を
反
省
し
た
と
こ
ろ
、
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
い
く
つ
か
あ
つ
た
か
ら
で

あ
る
。
指
定
基
準
を
つ
く

つ
た
り
、
指
定
方
法
を
決
め
た
り
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
点
を
考
慮
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
条
例
制
定
後
最
初
の
指
定
を
し
た
。
本
書
に
収
録
し
た
文
化
財
は
、
こ
の
と
き
指
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
調
査
の
報
告
で
あ
る
の
で
、
将
来
の
記
録
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
文
化
財
の
活
用
に
も
役
立
つ
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
で
き
る
だ
け
広
く
本
書
を
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

5712.6



本
書
の
執
筆
者
は
、
次
の
各
氏
で
あ
る
。

長

野

県

文

化

財

専

門

委

員

同同同同同司同

終
り
に
、
調
査
・刊
行
に
当

つ
て
協
力
さ
れ
た
地
元
の
教
育
委
員
会
、

に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭

和

三

七
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高
岡
第

一
号
古
墳
全
景

Ｉ
ハ
　
木
曾
福
島
関
跡
現
状

一
七
　
木
曾
福
島
関
絵
図

九 .八
二
〇
　
多
田
加
助
宅
跡

一
一
一　
上
原
遺
跡
　
　
　
　
・

一
〓
一　
川
柳
将
軍
塚
古
墳
遠
景

一
三
一　
川
柳
将
軍
塚
古
墳
墳
丘

二
四
、
佐
久
間
象
山
宅
跡
全
景

二
五
　
佐
久
間
象
山
肖
像

（写
真
）

一
〓
ハ
　
栗
林
遺
跡
全
景

二
七
　
栗
林
遺
跡
住
居
跡

二
八
　
栗
林
式
上
器

二
九
　
正
受
庵
　
　
　
　
‐

三
〇
　
正
受
老
人
画
像

古
屋
敷
繋
飼
場
跡
附
近

信
濃
諸
牧
牧
監
庁
跡
出
土
礎
石

一二
一
　
ヒ
メ
バ
フ
モ
ミ

〓
〓
一　
ハ
ナ
ヒ
ウ
タ
ン
ボ
ク
の
将
水
呆

〓
≡
一　
浅
問
山

三
四
　

ハ
ナ
ヒ
ウ
タ
ン
ボ
ク
の
花

三
五
　
ツ
キ
ヌ
ソ
ウ

一三
ハ
　
薇
嚇
神
社
社
叢
全
景

三
七
　
ノ‐、矢
鯵
榊
社
社
叢

の
林
相

三
「ハ
　
高
遠
公
園
と

コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

三
九
　
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
の
花

四
〇
　
冬
囲
い
を
し
た

コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ

四

一
　

上
山

口
の
諏
訪
社
社
叢
全
景

四
二
　
上
山

口
の
諏
訪
縛
社
叢

の
淮
木
草
木
根

四
一一一　
辰
野

の
ホ
タ
ル
発
生
地

四
四
　
ホ
タ
ル
の
生
態
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白

山

社

社

殿

Ｆ

‐
‐
２
０

効
在
の
あ

齢

鰤
鮫

聯

悧
響

境
内

本
坊
と
観
音
堂
と
の
間
の
岩
が
け
に
作
ら
れ
た
見
世
棚
造
り
の
春
日
造
り
小
社
殿
で
あ
る
（桁
行
主
元
‐／一ヽ

梁
行
一

ハレレル）
。

土
台
上
に
面
取
り
角
柱
を
立
て
、　
腰
貫
、　
腰
長
押
を
回
し
、　
頭
長
押
を
用
い
、　
舟
肘
木
で
桁
を
う
け
る
。
重
木
は

ら
板
を
葺
く
。
向
拝
も
舟
肘
木
で
、
母
屋
と
の
間
に
繋

蟻
刻
ぅ
を
か
け
る
。
壁
は
横
板
で
、
正
面
に
方
立
柱
を
立
て
、

く
、
棟
に
は
木
製

の
鬼
板
を
の
せ
て
い
る
。

か
く
ば
し
ら

白
山
神
社
本
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
長
費
飯
Ｕ
応
贅
〓

高
倉
神
社
境
内
社
春
日
社
社
殿
　
　
一一．重

天
Ｉ
一

大
笹
原
神
社
境
内
社
篠
原
神
社
本
殿
滋
賀

応
本
．西

地
主
神
社
本
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　

文
晏
一

平
野
神
社
木
殿

公
顧
）
　

　

　

　

京
都

寛
沓
一一九

佐
矛
神
社
本
殿

公
厭
）
　

　

　

　

同
　

天
正
〓
一

松
尾
神
社
本
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　

水ヽ
禄
〓

、　
向
拝
柱
の
出
、
母
澤
柱
よ
り
五
〇
７

一
重
、
隅
木
を
入
れ
、
切
裏
甲
の
上
に
こ
け

上
下
長
押
間
に
板
扉
を
入
れ
る
。
彩
色
は
な
＝

角
柱
の
面
の
大
き
さ
は
、
正
確
に
は
か
れ
な
い
が
、
柱
径
の
八
分
の
一
か
ら
九
分
の
一
の
間
で
、
室
町
時
代
の

比
で
あ
る
。
肘
木
の
曲
線
や
鬼
板
の
様
式
か
ら
み
て
も
、
こ
の
年
代
は
承
認
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

か
す
か

春
日
造
り
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
奈
良
県
が
も
つ
と
も
多
い
（五
三
棟
の
重
要
文
化
財
の
本
殿
中
、
三
六
棟
が
春
日
造

り
）。
そ

の
他
で
は
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

村
檎
神
社
本
殿
　
　
　
　
　
　
　
栃
木

室
町
末

窪
八
幡
神
社
末
社
高
良
神
社
本
殿
山
梨

明
応
九

浅
問
神
社
摂
社
山
官
神
社
本
殿
　
同
　

永
禄
元

山
梨
岡
神
社
本
殿
　
　
　
　
　
　
同
　

室
町

熊
野
神
社
本
殿

含
顧
）
　

　

　

同
　
鎌
倉

葛
山
落
合
神
社
本
殿
　
　
　
　
　
長
野

寛
Ｉ
ハ

若

一
王
子
神
社
本
殿
　
　
　
　
　
同
　

弘
省
一

自
由
社
社
殿

第3図 釈尊寺絵図



長
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県
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自
山
神
社
本
殿

円
教
寺
護
法
堂
（乙
天
社
）

同
　
　
　
　
　
（若
天
社
）

一
乗
寺
弁
天
堂

同
　
　
護
法
堂

宝
来
山
神
社
本
殿

（四
棟
）

白
岩
丹
生
神
社
本
殿

（
一
棟
）

京
都
（
岩
船
）
嘉
吉

兵
庫
　
　

水ヽ
禄
ニ

同
　
　
　
同

同
　
　
　
室
町

同
　
　
　
鎌
倉

和
歌
山
　
慶
長

一
九

同
　
　
　

水ヽ
禄
三

こ
れ
で
気
が
つ
く
こ
と
は
、
近
畿
を
除
く
と
、
山
梨
県
に
多
い
こ
と
で
、
長
野
が
こ
れ
に
つ
ぐ
。　
と
く
に
、
山

梨
で
は

一
六
棟
中
の
五
棟
が
春
日
造
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
密
度
が
高
い
。　
こ
の
よ
う
な
春
日
造
り
の
分
布
が
、

な
に
に
起
因
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
研
究
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
長
野
県
の
も
の
は
、

重
要
文
化
財
指
定
の
も
の
で
み
る
と
、
す
べ
て
北
に
か
た
よ
つ
て
い
る
。

そ
こ
に
こ
の
佐
久
の
一
例
を
お
い
て
み

る
と
、
山
梨
と
の
間
の
連
絡
点
の
よ
う
に
な
り
、
興
味
が
深
い
。

仏
岩

の
石
造
宝
筐
印
塔

需
第
５１
６６

効
在
の
諸

殿

鰹

副

豫
ゴ
翻
韓
中一拶

こ
の
塔
は
、
仏
岩
と
呼
ば
れ
る
高
い
岩
の
上

に
立

つ
て
い
る
。
現
在
相
輪
お
よ
び
耳
を
欠
い
て
い
る
が
、
そ
の

一

か
ら
い
え
ば
、
関
西
系
統
の
も
の
に
近
い
が
、
基
礎
や
塔
身
に
輪
郭
を
つ
け
て
い
る
の
は
関
東
風
で
あ
る
。
し
か
し
、

は
古
い
形
式
に
属
す
る
。
笠
の
四
辺
が
上
で
開
い
て
い
る
の
は
珍
し
い
形
式
で
あ
る
。

八
幡
神
社
境
内
社
若
宮
神
社
本
殿
　
相
歌
山

明
害
一

同
　
　
　
　
　
　
高
良
神
社
本
殿
　
同
　
　
文
色
一

同

　

　

　

　

天
神

社

本

殿

同

　

桃
山

三
仏
寺
納
経
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
　

鎌
倉

熊
野
神
社
本
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
　

明
応
元

石
城
神
社
本
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　

文
明
元

鳴
無
神
社
本
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
高
知
　

寛
茎
ニ

部
は
村
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
比
例

反
花
や
格
狭
間
は
な
く
、
宝
筐
印
塔
と
し
て
．ヽ

第4図 自山社社殿向拝詳細



塔
身
に
は
、
四
方
に
四
仏
の
種
子
を
彫
り
、
基
礎
と
笠
の
周
囲
に
は
輪
郭
を
と
り
、
宝

筐

印
陀
羅
尼
を
梵
字
で
彫

つ
て
い
る
。
こ
の
点
は
他
に
あ
ま
り
例
の
な
い

も
の
で
あ
る
。

基
壇
に
「
応
長
第

一
之
暦
南
呂
上
旬
云
々
」
の
銘
が
あ
り
、
こ
の
石
塔
が
応
長
元
年

菫
．
八
月

に
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（信
濃
史
料
に
ン」
れ
を
十
月
と
し
た
の
は
な
・

に
か
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
）
。　
銘
文
は
、
非
常
に
読
み
ず
ら
い
の
で
、
信
濃
史
料
に
よ
つ
て
掲
げ
る
。

（
南
面
）

応
長
第

一
之
暦
南
呂
上
旬

□
□
弟
子
□
□
菩
薩
□
□

妙
法
□
国
人
生
□
滅
罪
□

出
離
生
死
頓
証
菩
提
仏
果

円
満
乃
至
法
界
平
木
利
益
□

□
印
□
石
塔
婆

一
基
醒
町

）

造
立
供
養
如
件
　
　
敬
白

（
西
面
）

肥
前
太
守
成
阿
弥
陀
□
□

（
北
面
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

息
女
丼
日
光
峯
宮
□

（
東
面
）

近
江
禅
閣
□
善
生
回

こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
肥
前
太
守
」
「
息
女
井
日
光
峯
宮
」
「
近
江
禅
閤
」
が
だ
れ
を
さ
す
の
か
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
わ
か
る
と
、
こ
の
石
塔
の
造
立
に
関
す
る
事
‐

情
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
と
、
種

々
文
献
に
当

つ
た
が
、
そ
の
姓
名
を
確
め
う
る
に
至
ら
な
か
つ
た
。
た
だ
、
多
少
の
手
が
か
り
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
記
し
て
お
こ
う
。

仏
岩
の
石
造
宝
筐
印
塔



長
野
県
宝

第

一
に
「
肥
後
太
守
成
阿
弥
陀
□

□
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
肥
前
太
守
が
お
そ
ら
く
は
浄
土
教
に
帰
依
し
た
人
で
あ
ろ
う
と

推
察
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
の
阿
弥
陀
仏
号

が
時
宗
関
係
者
に
多
い
こ
と
は
、
赤
松
俊
秀
氏
や
水
上

一
久
氏
が

論
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
う
ち
で
注
目
す
べ
き
は
「
一
遍

聖

絵
」
（六
条
縁
起
）
に
出
て
く
る
「
徳
大
寺

の
候
人
、
肥
前
前
司
貞

泰
」
で
あ
る
。　
か
れ
が
、　
成
阿
と
称
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
（藤
沢
の
清
浄
光
寺
の
「時
衆
過
去
帳
」
を
見
る
機
会
が
な
か
つ
た

が
、
ン」
れ
で
み
た
ら
わ
る
か
も
し
れ
な
い
）
、
年
代
か
ら
い

つ
て
も
、

正
安
元
年
九一た
の
奥
書
の
あ
る
同
書
に
、

今
も
貞
泰
が
上
人
の
霊
花
を
所
持
し
て
い
る
、

と
記
し
て
い
る
か
ら
年
代
的
に
も
符
合
す
る
。
も

つ
と
も
、
応
長
元
年
に

は
も
ち
ろ
ん
肥
前
守
で
は
な
い
が
、
そ
の
供
養
の
た
め
な
ら
、
「
肥
前
太
守
」
と
記
し
て
も
不
つ
ご
う
な
い
か
ら
、
こ
の
銘
文
の
人
と
し
て
有
力
な
候
補
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
そ
の
姓
は
、
尊
卑
分
脈
で
み
て
も
、
は
つ
き
り
わ
か
ら
な
い
。

「
日
光
峯
宮
」
に
つ
い
て
は
、　
全
く
手
が
か
り
が
な
い
。

「
峯

宮
」
と
い
う
読
み
は
は
た
し
て
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
ど
う
も
そ
う
読
め
な
い
よ
う
に
見
え
る
ヽ

が
。

「
禅
閤
」
は
、
本
来
の
字
義
か
ら
い
え
ば
、
太
間
の
出
家
し
た
人
を
さ
す
の
で
あ
る
が
、　
南
北
朝
こ
ろ
の
禅
僧
の
語
録
を
見
る
と
、　
そ
の
他
の
人
に
も
多
く
用
い

て
い
る
。
石
塔
の
銘
で
も
、
永
和
五
年
に
上
杉
安
一房
守
憲
方
の
逆
修
作
善
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
鎌
倉
西
方
寺
跡
の
宝
絋
印
塔
に
は
「
為
．房
州
禅
閤
」
の
字
が
る
。
し

た
が

つ
て
、
こ
の
「
近
江
禅
問
」
も
近
江
守
な
ど
だ
つ
た
人
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
後
期
の
「
近
江
守
」
に
つ
い
て
も
何
人
か
の
名
前
は
あ
げ
ら
れ
る
し
、
そ
の
親

族
に
「
肥
前
守
」
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
適
確
に
こ
の
人
を
さ
し
た
と
定
め
う
る
人
は
ま
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。

-6-
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上
　
田
　
城

田
野
―
寡
リ

上
田
市
人
字
上
国
字
上
田

信
越
線
上
田
駅
下
車

交所
イ[
の

り易
通 所

南
　
　
櫓

北

　

櫓

西

　

櫓

上
田
城
は
、
真
田
氏
が
築
い
た
城
で
あ
る
。
慶
長
五
年
ｏ．．錬
に
は
、
真
田
昌
幸
が

こ
こ
に

拠
り
、
徳
川
秀
忠
の
大
軍
を
寡
兵
よ
く
さ
さ
え
、
世
の
称
賛
を
え
た
ゆ

い
し
よ
あ

る
城

で

あ
る
。
真
田
氏
は
元
和
八
年
■
一松
代
に
転
じ
、
仙
石
忠
政
が
こ
こ
の
城
主
と
な
つ
た
。
さ

ら
に
、
仙
石
氏
は
宝
永
三
年
ｏ一
北
但
馬
出
石
城
に
移
り
、
そ
の
あ
ど
に
松
平
忠
周
が

人
部
し

た
。
以
後
松
平
氏
の
居
城
と
し
て
明
治
維
新
に
至
つ
て
い
る
。

築
城
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、　
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
が
、
真
田
氏
の
築
城
後
、
仙
石
氏
に
よ

つ
て
改
修
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
上
田
市
史
に
よ
れ
ば
、
寛
永
三
年
■
（仙
石
忠
政

は
、
居
城
の
修
築
を
行
な
つ
た
が
、
完
成
し
な
い
う
ち
に
死
ん
だ
の
で
、
工
事
は
中
止
さ
れ

た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
寛
延
の
届
書
に
は
、

櫓
七
つ
（お
の
お
の
五
――ｌｌ
に
四
間
、
二
層
造
り
）

が
記
さ
れ
て
お
り
、
天
守
は
な
い
。
現
在
の
櫓
は
、
そ
の
う
ち
の
三
つ
で
、
お
そ
ら
く
寛
永

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

上
田
城

第 6図 上田城西櫓内部組物
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現
在
の
三
棟
の
櫓
は
、
西
櫓
を
除
き
、
他
は
明
治
八
年
に
払
下
げ
ら

れ
、
上
国
市
内
に
移
さ
れ
て
遊
郭
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和

一
九

年
に
市
で
購
入
し
、
旧
城
内
に
移
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
位
置
は
も
と

の
と
こ
ろ
で
は
な
い
一

三
棟
と
も
桁
行
五
間
、
梁
間
四
間
の
二
重
櫓
で
、
上
下
層
と
も
下
を

羽
目
板
、
そ
れ
以
上
を
い
龍
と
し
、
入
母
屋
造
り
、
本
瓦
葺
の
屋
根
を

の
せ
て
い
る
∪
三
階
は
約
半
間
内
方
に
入
れ
、
梁
上
に
お
か
れ
た
土
台

に
柱
を
立
て
て
い
る
。
し
た
が

つ
て
、
二
階
の
柱
は
通
し
柱
と
は
な
ら

な
い
じ
桁
行
中
央
に
栞
を
か
け
、
梁
行
に
は
各
柱
ご
と
に
、
桁
行
方
向

の
梁
に
乗
せ
て
梁
を
か
け
、
上

へ
和
小
屋
を
組
む
。　
一
階
で
は
こ
の
梁

上
に
根
太
を
お
い
て
床
を
張
る
が
、
隅
で
は
隅
行
・桁
行
に
短
い
梁
を

設
け
、
隅
行
の
と
梁
行
の
梁
に
鼻
栓
で
と
め
て
い
る
。
妻
に
人
口
、
そ

の
他
に
窓
を
設
け
て
い
る
が
、
現
在
は
内
部
を
博
物
館
に
使
用
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
の
旧
状
は
明
ら
か
で
な
い
。
な
お
、
小
だ
組
は
新
し

い
が
、
軸
部
は
移
建
に
も
か
か
わ
い
ず
旧
材
を
比
較
的
よ
く
残
し
て
い

る
。
造
営
の
年
次
を
確
め
る
文
献
史
料
は
ま
だ
発
見
さ
れ

て
い
な

い

が
、
柱
に
残
る
ち
よ
う
な
仕
上
げ
の
跡
か
ら
み

て
、

九
刃

の
ち
よ
う

な
が
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
寛
永
以
後
新
築
の
記
録
は
見
え
な
い
か

い
、
寛
永
を
下
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

長
野
県
に
は
松
本
城
が
あ
る
が
、
城
郭
建
築
の
遺
構
は
少
な
い
ｕ
こ

こ
に
二
棟
も
の
櫓
を
残
す
こ
と
は
、
貴
重
で
あ
る
。

第 9図 北櫓(1961年撮影)第 8図 南櫓(1961年撮影)第 7図 西櫓(!961年撮影)

第 10図 上 田 城 跡 本 丸 全 景  向つて左力酒 櫓,右の手前力痛 櫓 ,そ の うしろ力●路 である。
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法
―‐――
は
、
像
高

一
三
０
■
一九
言
Ｆ
（四
尺
三
寸
）
、
頂
Ｉ
Ｗ
五
０
■
一九
八
け
ド
↑

尺
六
十
六
分
）
、
髪
際
―
粧
Ｉ

ｔ
ｉ

ｆ‐‥」
ｉ

Ｉ
、
〓
‐―――
幅
二
″
。
一
四
九
汁
ｙ
（八
１ヽ

三
分
）
、
面
奥
三
三
・
■^
元
に
穴

一
尺

．
１ヽ
）
、
瞥
張

り
八
九
・
八
二
け
Ｆ
（
一尺
九
十
四
分
）、
悴
高

一
九
■
（
ノＬ
Ａ
●
メ
↑
（十
五
分
）
、
広
族
り

、
三
↑
〇
四
九
付
ド
（
・天

八
十
１
分
ヽ
悴
奥
六
Ｌ
。
江
六
九
，
Ｆ
Ｏ

尺
ｌ
■
ｉ
分
）
で
あ
る
。
形
状
は
、
三
．道
を
刻
ム
、
社
た
を
着
」
ヽ
定
印
″
く
み
、
右
足
を
外
に
編
順
に
■
し
て
い
る
〕
品
質

構
造
は
、
Ｌ
ノ
キ
村
、
寄
木
造
―，
、
漆
箔
、
螺
嵯
彫
出
で
あ
る
。
像
底
の
――‐ｌｆ
板
に
「
永
禄
六
年
卯
月
州
日
、
願
■
牛
赴
社
皮
往
、
相
蓮
社
円
誉

一
の
修
理
銘
が
あ
る
．

卜・'

定
印
の
阿
”
ぽ
坐
像
で
あ
る
）
螺
髪
は
切
り
付
け

で
、
そ
の
粒
も
そ
ろ
つ
て
い
る
）
切
れ
長
の
両
眼
を

伏
＝
に
つ
く
つ
た
面
相
は
、
い
か
に
も
お
だ
や
か
で

あ
る
）
衣
文
も
薄
手
に
、
整

つ
た
形
制
を
示
し
て
い

る
）
像
の
構
造
、
表
現
の
す
べ
て
が
藤
原
末
期
、
い

わ
ゆ
る
定
朝
様
を
う
け
た
弥
陀
像
の

一
典
型
を
示
し

て
い
る
。

こ
の
像
と
ほ
ぼ
制
作
年
代
、
様
式
を
同
じ
く
す
る

も
の
に
、
た
と
え
ば
牛
伏
キ
の
釈
迦
如
米
。薬
師
如

米
坐
像
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
わ
ず
か
に
降
つ

て
、
中
禅
寺
薬
師
如
来
坐
像
（
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
）

が
あ
る
。
西
念
寺
像
は
、
そ
れ
ら
に
比
し
て

一
層
温

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

第H図  木造「 J弥陀力1来坐像側口i



-10-
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雅
な
藤
原
風
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
半
丈
六
を
こ
え
る
像
高
を
も
ち
、
県
下
の
藤
原
時
代

畑
米
隊
中
で
も
江
目
さ
れ
る
作
例
で
あ
る
）
修
理
銘
に
明
ら
か

な
よ
う
に
、
中
世
永
禄
六
年
一
一
に
再
興
修
理
さ
れ
た
。　
現
在
の
漆
油
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
際
の
も
の
で
あ
ろ
う
。　
両
手
先
な
ど
も
造
像
時
の
も
の
で
あ
る
。
膝
前

な
ど
に
多
少
の
磨
損
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
は
、
保
存
も
良
好
で
あ
る
。

木

造

伝

観

音

菩

薩

立

像

口
版
第
７
参
３

効
在
易

翻

識
鍛
肺
紳

輔

押

Ｊ
■

境
日

法
量
は
、
像
高

一
八

一
０
一
九
四
鬱
ｙ
（五
尺
九
寸
八
分
）
、
頂
ｔ
顎
二
五
・
七
五
五
付
炉
（八
十
五
分
。
化
仏
を
除
く
）
、
髪
際
―
顎

一
六
・九
六
八
じ
ド
（五
寸
六
分
）、
面

幅

三
省
〇
五
九
伴
ｙ
（五
十
三
分
）、
面
奥

一
九
。九
九
八
付
ｙ
（六
寸
六
分
）、
肘
張
り
四
五
・四
五
付
ｙ
盆

尺
五
十
）
で
あ
る
。
形
状
は
、
高
髪
、

二
瞥
、
条
畠
を
か

け
、
裳
（折
返
二
段
）
を
つ
け
て
立

つ
。
品
質
構
造
は
、　
一
木
造
り
、
内
倒
、
背
板
鍵
付
け
、
両
肩
・肘
。手
首
郎
、
足
先
矧
付
け
（両
肩
よ
り
先
補
）
と
す
る
。

頭
、
体
部
を
含
め
て

一
木
彫
成
と
し
、
背
面
か
ら
完
全
に
内
制
を
は
ど
こ
し
て
背
板
を
当
て
る
構
造
で
あ
る
。
両
肩
よ
り
先
は
、
近
ご
ろ
矧
付
け
、
後
補
し
た
も

の
で
、
こ
の
修
理
前
は
四
臀

の
形
を
と
つ
て
い
た
。
構
造
の
古
式
な
の
に
応
じ
て
、
像
容
に
も
古
風
が
み
と
め
ら
れ
る
。　
一
木
彫
成
像
ら
し
く
、
体
躯
は
童
厚
で
、

一肩
張
り
、
胸
部
も
厚
い
。
こ
れ
に
、
腰
を
引
き
諦
め
た
体
ぼ
う
は
、
な
か
な
か
ど
う
ど
う
と
し
て
張
り
が
あ
る
。
松
代
清
水
寺
千
手
観
音
像
な
ど
の
古
例
に
似
た
趣

が
あ
り
、
製
作
も
こ
れ
と

へ
だ
た
つ
て
い
な

い
。
藤
原
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
北
信

に
お
け
る
古
仏
像
群
の

一
つ
と
し
て
、
注
目

さ
れ
る
作
例
で
あ
る
。
作
域
も
す
ぐ
れ
て
い

る
。
と
く
に
、
前
方
を
直
視
す
る
雄
偉

の
面

相
は
、
県
内
の
仏
像
の
中
で
も
、
ま
こ
と
に

充
実
し
た
張
り
を
示
し
て
、
賞
し
て
よ
い
も

の
で
あ
る
。

第12図 木造伝観音菩薩立像全影
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一測

菖
里
還
軸
¨
　

鷺
Ｌ

　

　

猜
岱

　

　

綸
賄

　
（図
版
第
１０
１
１２
・附
録
第
５２
図
参
照
）
　

獅
一
４
剛

進
徳
館
は
、
旧
高
遠
藩
の
藩
学
で
、
一口回
遠
城
跡
内
に
あ
る
。
も
と
、
八
棟
造
り
の
茅
葺
。平
屋
で
あ

つ
た
が
、
現
在
の
こ
つ
て
い
る
建
造
物
は
、
」刷
通
り
二
棟
と
玄
関

お
よ
び
表
門
と
で
あ
る
。
前
通
り
西
の

一
棟
は
講
堂
と
も
称
す
べ
き
主
要
な
建
物
（問
日
六
――――
、
奥
行
五
間
半
）
で
、
旧
進
徳
館
の
聖
廟
・総
裁
詰
所
。学
監
詰
所
・教
授
方

師
範
詰
所
・教
場
。生
徒
控
所
を
含
ん
で
い
る
。
前
通
り
束
の
一
棟
（問
口
七
間
、
奥
行
二
問
）
は
、
旧
進
徳
館
の
生
徒
控
所
ｏ中
庭
を
含
む
建
物
で
あ
る
。　
こ
の
前
通
り

の
二
棟
は
、
旧
位
置
に
あ
る
が
、
明
治
七
年

一
二
月
以
後
、
小
学
校
と
し
て
使
用
さ
れ
た
た
め
、
内
外
に
千
入
れ
が
施
さ
れ
、
間
取
り
な
ど
も
大
分
変
更
さ
れ
て
い

る
。

玄
関
（――ｌｌ
Ｈ
．
一――――
、
奥
行
し
尺
）
は
、　
も
と
の
ま
ま
に
現
存
し
て
い
る
。

正
面
虹
梁
上
に
は
泰
股
を
置
き
、
懸
魚
は
欠
け
損
じ
た
が
、
棟
上
に
は
藩
ｌｉ
内
藤
家
の

定
紋
「
左
十
字
」
を
刻
ん
だ
鬼
板
が
の
つ
て
い
る
。
玄
関
左
側
の
瓦
葺
に
な
つ
て
い
る
差
掛

（、
一問
半
に
四
尺
）
は
、　
昇
降
日
と
し
て
後
に
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

表

門
は
、
人
口
の
正
面
石
階
上
に
建

つ
九
毒
の
二
脚
間
で
、
も
と
の
ま
ま
の
こ
つ
て
い

る
。
こ
の
建
物
は
間
扉
の
八
双
金
具
の
様
式
そ
の
他
よ
り
み
て
、
元
禄
年
間
こ
ろ
建

て
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
進
徳
館
の
閉
鎖
後
、
取

り
払

わ
れ
た
も

の

は
、
筆
学
所
峨
椒
舗
脚
一
棟
、
教
授
方
詰
所
。文
庫
司
詰
所
を
含
む

一
棟
、
小
使
詰
所

。

定
番
詰
所
を
含
む

一
棟
、
寄
宿
寮

一
棟
に
、
”ぞ
れ
に
北
方
の
が
け
際
に
あ

つ
た
槍
術
・

銀
術
・軍
学
。
や
わ
ら
道
場
を
含
む

一
棟
で
あ

つ
た
。
な
お
、
現
在
進
徳
館
後
方
に
あ

る
瓦
葺
平
屋
二
棟
の
建
造
物
は
、
明
治
末
年
に
造
ら
れ
た
内
藤
家
の
別
邸
で
あ
つ
た

（今
Ｌ
中
還
町
の
所
有
と
な
つ
て
い
る
）
）
そ
の
他
、
西
方
に
瓦
茸
の
上
蔵

一
棟
と
、

そ

れ
に
附
属
す
る
物
置
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
内
藤
家
別
邸
の
も
の
で
あ

つ
た
（今
堅
高

旧
高
速
藩
藩
学
　
進
徳
館

飯上
田イリ}

線那
伊郡

革 ]

ず絆

第 141対 進作よ釘1表門
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遠
町
の
所
有
で
あ
る
）
。

現
在
、
進
徳
館

に
所
蔵
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
は
、
聖
像

ｏ額
面

”蔵
書
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
講
堂
内

の
聖
廟
正
面

の
壇
上
に
は
、
孔
子
像
を
中
心
に
、
右
に
孟
子
・曽

子
、
左

に
顔
子
・子
思
の
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
諸
像

の
う
ち
孔
子
像
は
、
中
村
元
起
が
、
江
戸
湯
島
の
聖
堂
に
詣
で
、
み
ず
か
ら
そ
の
像
を
画
き
、
上
伊

那
郡
辰
野
村

の
北
原
伝
十

に

一
木
造
り
に
彫
刻
さ
せ
て
、
安
政
二
年
五一
麒
館
内
に
安
置
し
た
も

の
で
あ

る
。
そ
の
他
は
、
そ

の
後
地
方
有
志
者
に
よ
り
寄
進
さ
れ
た
も

の
で
あ

つ
て
、

い
ず
れ
も
寄
木
造
り
で
あ
る
。
ま
た
、
玄
関
奥

の
相
間
に
掲
げ

て
あ
る
高
額
樫
」
駅
五一”
は
ケ
ヤ
キ
材

で
、
林
学
斎
の
筆

に
な
る
「
進
徳
館
」
の
文
字
が
彫

刻
さ
れ
、
文
字

に
は
金
形
が
施

さ
れ
て
い
る
。
も
と
、
進
徳
館

に
あ

つ
た
蔵
書
は
、
現
在
、
高
　
，
遠
進
徳
図
書
館

に
約
二

一
〇
余
部
上
一、
一
〇
〇
冊
、
信
州
大
学
教
育

=
¬

筆学所

一卿詢
1可

‥

1肇

庫
昇肇授嘉
渠募□ 小使言吉ルi

鵬

―

卜

論

卍饒
鯰Ⅲ

戒
所

‐

総
詰
団聖

＝＝鰯同」
教場 教場

寄宿寮 寄宿寮

徒
所
生
控

徒
所
生
控

中庭
入 ロ

生徒控所

|||||

学
部
に
約

二

一
〇
部
豊
一、○
○
○
冊
、

松
本
市
開
智
学
校
郷
秘
嚇

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
高
速
藩
主
と
高
速
文
庫
か
ら

進
徳
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。　
明
治
元
年
・飯
四
月
の
調

査
に
よ
る
と
九
七
八
部
ｏ
七
、
一
〇
〇
余
冊
に
及
ん
で
い
る
。

高
速
藩
の
学
風
は
、
阪
本
天
山
の
学
統
を
つ
い
だ
中
村
元
恒
が

そ
の
卓
越
し
た
識
見
を
も
つ
て
講
学
に
当

つ
た
の
で
、
面
目
を

一

新
し
た
。
ま
た
、
元
恒
の
私
塾
も
栄
え
た
。
こ
う
し
て
多
く
の
人

材
を
出
し
た
。
し
か
し
、
か
れ
の
唱
え
た
政
策
が
不
評
を
か
い
、

つ
い
に
か
れ
は
、
藩
の
教
授
の
地
位
を
追
わ
れ
て
流
訥
の
身
と
な

り
、
さ
ら
に
家
学
を
も
禁
止
さ
れ
る
に
至
り
、
配
所
で
死
ん
だ
。

元
恒
の
子
元
起
は
、
藩
学
の
衰
退
を
な
げ
き
、
決
心
し
て
江
戸
に

出
て
、
学
派
の
異
る
大
学
頭
林
復
斎
の
間
に
学
び
、
多
く
の
学
者

と
交
つ
て
学
識
を
高
め
、
昌
平
校
の
学
頭
に
あ
げ
ら
れ
た
。
当
時

高
速
で
は
、
文
武
と
も
に
盛
ん
に
な
つ
て
い
た
が
、
学
者
・武
術
家

玄関

第 15図 進 徳 館 平 面 図 (幕末)建坪167坪 (上伊那郡史による)。

軍学・和良道場
1 剣術道場  1   槍 道 場
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は
お
の
お
の
間
を
張

つ
て
統

一
な
く
、
藩
学
の
制
度
も
校
舎
も
な
か
つ
た
。
藩
学
の
復
興
を
熱
望
し
て
い
た
元
起
は
、
復
斎
の
助
言
を
も
つ
て
藩
主
内
藤
頼
直
に
働
‐

き
か
け
、

つ
い
に
藩
侯
を
動
か
し
、
万
延
元
年
十
堅
二
月
、
進
徳
館
の
創
設
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

藩
侯
は
、　
先
づ
郭
内
三
の
丸
住
居
の
内
藤
某
等
を
他

へ
移
ら

せ
、
そ
の
邸
宅
を
文
武
場
と
な
し
、
こ
れ
を
林
大
学
頭
の
命
名
で
進
徳
館
と
称
し
た
。　
そ
し
て
家
老
岡
野
小
平
治
を
文
武
総
裁
、　
中
村
元
起
・海
野
幸
成
を
文
学
師
‐

範
、
そ
の
他
筆
学
・弓
術
・馬
術
・槍
術
・剣
術
ｏ砲
術
ｏ軍
学
・体
術
の
師
範
が
任
ぜ
ら
れ
、
後
に
は
洋
学
所
も
設
け
ら
れ
て
、
組
織
の
整

つ
た
藩
学
校
が
創
立
さ
れ
た
。

進
徳
館
は
、
比
較
的
お
く
れ
て
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
教
授
に
そ
の
人
を
え
て
、
進
歩
的
な
組
織
あ
る
教
育
を
行
な
つ
た
た
め
、
多
く
の
偉
材
を
生
み
、
こ
と
ヽ

に
教
育
界
に
中
堅
人
物
を
輩
出
し
て
異
彩
を
放

つ
た
。

信
濃

一
一
藩
の
藩
学
は
、
閉
鎖
後
そ
の
多
く
は
建
物
は
取
り
払
わ
れ
、
遺
物
も
散
逸
し
て
い
る
。
今
日
遺
構
を
存
す
る
も
の
は
上
国
の
明
倫
堂
、
松
代
の
文
武
学
！

校
と
、
こ
の
進
徳
館
の
三
つ
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
進
徳
館
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
主
要
な
遺
構
・遺
品
を
の
こ
し
、
当
時
の
文
教

の
跡
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
。

こ
の
史
跡
の
保
存
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
別
記
の
地
域
の
ほ
か
、
建
造
物
・遺
品
が
あ
げ
ら
れ
る
。

指
定
地
域
内
に
あ
る
建
造
物
の
う
ち
、　
旧
進
徳
館
の
前
通
？

東
西
二
棟
と
玄
関
お
よ
び
表
門
と
が
主
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
遺
品
と
し
て
は
、
聖
像
五
躯
と
「
進
徳
館
」
の
額
面
が
あ
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
関
係
文
献
と
し
て
は
、
内
藤
家
史
納
熱
蓑

高
速
藩
学
と
中
村
家
編
鵜
報
靴
普

進
徳
館
蟹
鋤
観
触
勤
協
珊
簸
献
槻
鹸
効
で

上
伊
那
郡
史
等
が
あ
る
。

ノ

高

岡

第

一
号

古

墳

圏
―

‐５
場

誓

じ

所
在
地
　
飯
田
市
座
光
寺
高
岡

工父
　
通
　
飯
田
線
元
善
光
寺
駅
下
車

こ
の
古
墳
は
、
天
竜
川
の
左
岸
、
第
三
段
丘
の
ゆ
る
い
斜
面
上
の
、
方
四
博
″
の
範
囲
内
に
密
集
す
る
高
岡
古
墳
群
の
中
心
に
位
置
す
る
。　
こ
こ
は
、　
飯
田
線
一匹

善
光
寺
駅
の
北
東
五
〇
ン
に
当
つ
て
お
り
、
国
道
名
塩
線
に
接
し
、
こ
ん
も
り
と
茂
つ
た
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。
高
岡
古
墳
群
は
、
か
つ
て
大
小
四

三
基
の
高
塚
か
ら
な
つ
て
お
り
、　
明
治

一
四
、　
五
年
こ
ろ
ま
で
は
、　
こ
の
地
帯
二
面
に
ひ
ろ
が
つ
た
雑
木
林
の
中
に
点
在
し
て
お
つ
た
が
、　
そ
の
後
の
開
墾
に
伴
一

卜
、
道
路
が
開
け
、
人
家
が
建
つ
な
ど
し
て
そ
の
、大
半
が
い
ん
滅
し
、
今
日
残
存
す
る
も
の
わ
ず
か
に

一
〇
基
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。

高
岡
第

一
号
墳
は
、」品
岡
古
墳
群
の
中
心
に
位
置
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
群
中
唯

一
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
規
模
も
ま
た
最
大
で
あ
る
点
か
ら
み
て
も
、
同
群
の

高
岡
第
一
号
古
墳
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長
野
県
史
跡

主
座
を
占
め
る
も
の
と
し
て
よ
い
。
墳
丘
の
主
軸
は
、
ほ
ぼ
東
西
方
向
を
さ
し
、
北

へ
七
度
ふ

れ
て
い
る
。
後
円
部
を
東
に
、
前
方
部
を
西
に
お
く
。
後
円
部
の
南
西
部
に
、
墳
丘
の
規
模
に

比
し
て
小
形
な
横

口
式
石
室
が
開
口
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
本
墳
主
軸
は
、
ゆ
る
い
斜
面
の

傾
斜
方
向
に
対
し
て
お
よ
そ
直
角
を
な
し
、　
石
室

が

そ
の
低
い
方
に
向
け
て
開

口
し
て
い
る

か
ら
、
そ
の
正
面
は
、
西
南
方
に
あ
る
こ
と
と
な
る
。
墳
丘
の
全
長
は
東
西
に
七
二
房
、
後
円

部
の
径
は
東
西
で
四

一
０九
房
、　
前
方
部
の
長
さ
は
約
四
〇
房
、　
同
幅
は
四
〇
材
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
後
円
部
の
径
、
前
方
部
の
長
さ
お
よ
び
幅
が
、
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
房
前
後
と
い
う
比
率
で

造
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、前
方
後
円
墳
盛
期
の
典
型
的
な
形
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

噺

一尚
さ
は
、
現
在
後
円
部
で
五
・
五
厨
、
前
方
部
で
八
房
あ
り
、
後
者
が
二
・
五
房
高
い
が
、
こ
れ

説識
　
は
、
後
円
部
頂
上
を
平
ら
に
削

つ
て
高
岡
神
社
を
建
て
た
た
め
で
あ
り
、
原
形
は
、
お
そ
ら
く

嗽

後
円
部
が
前
方
部
と
等
高
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
し
の
ぐ
高
さ
で
あ

つ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な

韻

み
に
、
後
円
部
頂
上
に
ま
つ
ら
れ
た
高
岡
神
社
は
東
面
し
、
そ
の
方
向
に
石
階
が
設
け
ら
れ
て

一号
　
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
前
方
部
の
高
さ
が
後
円
部
の
高
さ
に
ひ
つ
て
き
す
る
形
は
、

略

一削
方
後
円
墳
の
最
盛
期
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
古
墳
は
、
前
方
部
の
頂
の
平

高

卸
一面
が
少
な
く
、
い
わ
ゆ
る
馬
背
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
方
部
本
来
の
意
義
を
喪
失
し
、
い

図第‐６
　
た
ず
ら
に
墳
丘
の
壮
大
を
誇
る
施
設
と
化
し
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。
こ
う

い

つ
た
傾
向

も
ま

た
、
上
記
の
平
面
形
の
示
す
と
こ
ろ
と
相
ま
つ
て
、
最
盛
期
の
制
を
襲
う
も
の
と
云
え
る
だ
ろ

う
。
墳
丘
は
、
全
表
面
に
わ
た
つ
て
葺
石
で
お
お
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
と
に
前
方
部
で
は
、
現
地
表
面
を
二
〇
付
炉
も
は
げ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
斜
面
に
は
、
露
出
散
乱
し
た
部
分
も
認
め
ら
れ
る
。
も
つ
と
も
露
出
す
る
も
の
の
多
く
は
、
本
来
の
葺
石
で
は
な
い
。
元
の
も
の
は
、
石
垣
そ
の
他
に
利
用
す

る
た
め
に
採
取
さ
れ
た
が
、
後
に
墳
丘
の
原
形
の
崩
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
改
め
て
新
し
い
石
で
葺
い
た
部
分
も
あ
る
。
元
か
ら
の
葺
石
は
、
径
六
付
炉
か
ら

一

八
付
炉
く
ら
い
ま
で
の
河
石
で
あ
り
、
そ
の
石
質
か
ら
判
断
し
て
天
竜
川
の
も
の
で
な
く
、
手
近
か
な
大
島
川
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
い
う
。
墳
丘
の
現
一

在
の
傾
斜
は
、
そ
の
高
さ
に
比
較
す
れ
ば
、
い
さ
さ
か
急
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
然
流
失
が
は
な
は
だ
し
い
た
め
に
こ
う
な
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
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葺
石
を
除
去
し
た
た
め
に
、
急
速
に
土
砂
が
流
失
し
た
結
果
こ
う
な
つ
た
の
か
は
つ
き
り
し
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
元
か
ら
の
葺
石
面
を
調
査
す
れ
ば
明
ら
か
に
な

ら
う
。
な
お
、
こ
の
古
墳
は
、
段
築
せ
れ
た
形
述
を
と
ど
め
て
い
な
い
。

一　
こ
の
古
墳
は
、
ほ
と
ん
ど
平
坦
な
と
こ
ろ
に
築
か
れ
て
お
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
底
面
積
大
約
二
、
八
〇
〇
平
方
房
、
平
均
の
高
さ
七
厨
前
後
と
い
う
膨
大
な
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
築
造
に
要
す
る
土
砂
の
量
は
、
英
大
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
手
近
か
に
求
め
る
に
は
、
墳
丘
敷
地
の
四
周
に
堀
を
掘
つ
て
、
揚
土
を
積
一

む
の
が
最
も
使
宜
で
あ
る
。

巨
大
な
前
方
後
円
墳
や
円
墳
で
、
平
坦
地
に
築
造
さ
れ
た
も
の
の
多
く
が
、
そ
の
周
縁
に
周
温
を
伴
う
の
は
、
墓
域
を
画
定
し
、
偉
容

‐を
添
え
る
と
い
う
意
図
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
土
盛
り
に
必
要
な
土
砂
を
採
る
と
い
う
土
木
技
術
に
、
関
連
が
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
古
一

墳
の
現
状
か
ら
は
、
周
涅
の
あ
つ
た
と
い
う
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
里
老
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
往
時
こ
の
古
墳
の
ま
わ
り
に
は
、
水
を
た
た
え
た
濠
が

め
ぐ
つ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
が
跡
も
形
な
く
な
つ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
正
徳
年
間
こ
の
辺

一
帯
を
襲
つ
た
大
押
出
し
に
よ
つ
て
埋
没
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
フヽ

か
と
い
テ
説
明
も
聞
か
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
¨

墳
丘
の
各
所
で
、
埴
輸
の
細
片
を
み
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
か
つ
て
こ
の
古
墳
が
、
埴
輪
で
装
わ
れ
て
お
つ
た
こ
と
が
容
易
に
推
測
で
き
る
。
大
正
六
年
の
こ
と

で
あ
る
。
石
室
の
位
置
か
ら
南
西
へ
三
二
房
、
墳
丘
の
裾
か
ら

一
二
房
離
れ
た
場
所
に
丼
戸
を
掘
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
が
、
そ
の
際
に
、
地
表
下
約
二
ｙ
の
と
こ
ろ

れ
ら
埴
輪
の
破
片
が
多
数
発
見
さ
れ
た
。　
円
筒
の
ほ
か
に
、　
土
偶
・馬
・家
棟
な
ど
形
象
埴
輪
も
含
ま
れ
て
い
た
。　
そ
の
後
も
、　
各
所
で
円
筒
や
形
象
埴
輸
が
発
見

‘さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
墳
丘
の
ス
ソ
か
ら

一
二
房
も
離
れ
、
し
か
も
、
地
表
下
二
房
の
深
さ
に
多
数
埋
没
し
た
と
い
う
事
実
は
、
周
違
の
外
堤
に
配
置
さ
れ
て

い
た
ヽ
の
が
そ
の
ま
ま
埋
ま
つ
た
、
そ
れ
を
さ
ら
に
、
正
徳
の
押
出
し
が
深
く
埋
め
た
と
解
釈
す
る
か
、
ま
た
は
墳
丘
に
直
接
し
て
樹
て
ら
れ
た
も
の
が
流
れ
て
こ

の
位
置
に
と
ど
ま
つ
た
と
で
も
解
釈
す
る
か
、
こ
の
二
つ
の
解
釈
以
外
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
、
前
者
を
と
れ
ば
周
皇
の
幅
は

一
〇
済
と
判
断
さ
れ

る
が
、
後
者
を
と
一れ
ば
墳
丘
の
す
そ
が
お
お
よ
そ
二
房
は
埋
ま
つ
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
埴
輪
配
列
の
様
態
は
不

明
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
物
・馬
・家
な
ど
の
形
象
埴
輪
の
か
な
り
の
個
体
数
が
、
墳
丘
の
南
側
の
い
づ
こ
か
に
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
円
筒
が
墳
丘
を
め

ぐ
つ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
推
測
一さ
れ
る
。
こ
う
い
つ
た
例
は
、
長
野
県
下
で
は
余
り
多
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

後
円
部
の
西
南
部
に
、
横
口
式
の
石
室
が
あ
る
。
こ
の
石
室
は
、
墳
丘
の
中
段
、
南
の
平
坦
地
面
か
ら
お
よ
そ
二
房
の
高
さ
に
設
け
ら
れ
て
あ
つ
て
、
西
南
に
向
一

つ
て
日
を
開
い
て
い
る
。
羨
道
部
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
が
、
長
方
形
の
玄
室
の
大
部
分
を
残
し
て
い
る
。
現
状
で
は
、
奥
行
五
豊
一五
ｙ
、
幅
員
底
で

一
・七
五
―

一
Ｔ
九
五
房
、　
高
さ
二
房
で
あ
る
。　
両
側
壁
お
ょ
び
奥
壁
に
は
、
巨
石
を
立
て
並
べ
て
あ
り
、
そ
れ
と
天
丼
の
間
に
、
中
形
の
石
を
、
下
の
腰
石
よ
り
内
方
に
突
出

さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
各
石
の
す
き
間
に
小
形
の
石
を
つ
め
て
壁
面
を
強
化
し
て
い
る
。
両
側
か
ら
内
方
へ
突
出
し
た
上
石
に
、
五
枚
の
大
板
石
が
天
丼
と
し
て
か

高
岡
第

一
号
古
墳
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長
野
県
史
跡

け
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
小
の
石
材
は
、
お
お
む
ね
花
闇
岩
で
あ
る
。
も
と
、
壁
面
は
、
赤
く
塗

つ
て
あ

つ
た
ら
し
く
、
部
分
的
に
そ
の
こ
ん
跡
が
認
め
ら
れ
る
？

石
室
の
主
軸
は
、
南
三
九
度
西
の
方
向
を
と
つ
て
お
り
、
そ
の
奥
壁
は
、
後
円
部
中
心
よ
り
は
る
か
に
西
南
に
か
た
よ
つ
て
い
る
。
羨
道
部
の
構
造
は
、
以
前
か
ら
´

不
明
で
あ

つ
た
ら
し
い
。　
　
、

こ
の
古
墳
は
い
つ
の
こ
ろ
か
に
発
掘
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
遺
物
の
類
が
、
諸
家
に
分
散
の
う
え
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
‘

の
こ
と
ご
と
く
が
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
も
の
か
、
ま
た
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
こ
れ
が
全
部
で
あ
る
か
、
さ
ら
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た
か
、
今
日
で
は

全
く
知
る
方
法
が
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
遺
物
の
類
は
、
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
物
で
あ
る
。

（装
身
具
）
金
銭

一
０土
製
勾
玉
一
０管
玉
二
・切
子
玉
五
・小
玉
三
　
　
　
　
　
　
（馬
　
具
）
杏
葉
残
欠
二
・辻
金
具
二
・馬
具
残
欠
一

（金
　
具
）
餃
具
残
欠
二
・留
金
具

一
・金
製
金
具

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（土
　
器
）
土
師
器
破
片
三
二
・須
恵
器
破
片
一

以
上
の
よ
う
に
、
高
岡
第

一
号
古
墳
は
、
下
伊
那
郡
下
の
幾
つ
か
の
古
墳
群
中
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
高
岡
古
墳
群
の
主
座
を
占
め
る
も

の

で
ム
ν

り
、
ま
た
、
石
室
は
前
方
が
破
壊
さ
れ
た
が
、
墳
丘
と
と
も
に
比
較
的
よ
く
旧
態
を
と
ど
め
て
い
る
。

木

曽

福

島

関

跡

需
―

‐７
附晟

暑

）
所
在
地
　
西
筑
摩
郡
福
島
町
字
関
町

交
　
通
　
中
央
線
木
曽
福
島
駅
下
車

木
曽
福
島
関
跡
の
所
在
地
で
あ
る
福
島
町
は
、
木
曽
川
に
そ
つ
た
東
北
―
西
南
の
長
い
狭
谷
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
尾
張
藩
の
木
曽
代
官
で
、
福
島
関
所

の
守
備
を
兼
ね
て
い
た
山
村
氏
の
居
館
を
中
心
と
し
た
屋
敷
町
舶
と
、　
中
山
道
の
宿
駅
で
あ

つ
た
上
町
・下
町
、　
そ
れ
に
附
随
し
た
上
の
段
・八
沢

町
と
か
ら
な
る
。

宿
場
町
と
し
て
発
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
古
代
か
ら
の
飛
騨
街
道
と
の
分
岐
点
に
当

つ
て
い
た
。

関
所
跡
は
、
町
の
最
東
端
の
上
町
か
ら
八
〇
房
の
急
な
坂
を
の
ぼ
り
つ
め
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
現
在
は
、
国
鉄
中
央
本
線
と
国
道

一
九
号
線
と
に
は
さ
ま
れ
て
い

る
。
こ
こ
は
、
前
面
は
国
道
を

へ
だ
て
て
、
た
だ
ち
に
木
曽
川
の
断
が
い
に
の
ぞ
み
、
背
後
は
鉄
道
線
路
を

へ
だ
て
て
関
山
（根
の
井
山
と
ヽ
い
う
）
が
迫
つ
て
い
る
。

そ
の
間
は
、
わ
ず
か
に
幅
四
〇
房
た
ら
ず
の
平
地
で
あ
る
。
ま
た
、
対
岸
も
同
様
に
城
山
が
木
曽
川
ま
で
迫
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
こ
は
、
木
曽
川
流
域
中
、

両
岸
の
最
も
狭
く
な
つ
て
い
る
個
所
で
あ
る
。
こ
の
地
は
、
木
曽
谷
の
ほ
ぼ
中
央
に
当

つ
て
い
る
と
と
も
に
江
戸
と
京
都
と
の
中
間
（関
所
か
ら
江
戸
日
本
橋
ま
で
六
ハ
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メ

木
曽
福
島
関
跡

蔽
一

里

一
二
町
余
と
い
わ
れ
た
）
で
も
あ
つ
て
、

東
西
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
関
所
を
お

く
に
は
最
も
適
し
た
場
所
で
あ

つ
た
ｃ

現
在
、
関
所
の
跡
は
ほ
Ｌ
ん
ど
認
め

え
な
い
。
わ
ず
か
に
、
上
町
か
ら
西
門

跡
に
い
た
る
間
の
旧
中
山
道
の
急
な
坂

動
井
の

一
部
と
、
東
門
外
三
八
二
肝
。
西

門
外

一
〇
九
房
の
引
路
に
植
え
ら
れ
て

あ

つ
た
と
い
う
ヒ
ノ
キ
●
ヶ
ャ
キ

の
並

木
枯
損
木
と
切
株
の
残
こ
ん
と
が
あ
る

ほ
か
、
旧
敷
地
内

の
並
び
石

の

一
部

が
、
当
時
の
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
関
所
の
原
形
は
、
現
存
す

る
福
島
関
所
図
（現
存
す
る
唯

一
の
図
面
で
、イ‐ｉ‐代
は
は
つ
き
り
し
な
い
が
、寛
文
年
間
こ
ろ
の
も
の

と
思
わ
れ
る
）
と
、福
島
関
所
絵
図
（木
曽
街
道
＝
風
絵
の
部
分
で
、前
記
図
面
と
だ
い
た
い
合
致
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
同
年
代
の
も
の
と
推
考
さ
れ
る
）
と
に
よ
つ
て
、　
ほ
ぼ
想
像
復
原
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
関
所
の
規
模
に
つ
い
て
、
福
―――，
関
所
図
は
次
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
御
関
所
敷
地
　
弐
拾
五
間
三
尺
　
　
　
一
束
円
外
に
駒
寄
　
拾
五
問

一
尺
五
十

（
西
門

ヽ

敷
地
、
自
是
大
道
北
の
柵
迄

拾
六
問
　
一
捨
門
外
に
柵
七
問
五
尺
、
そ
の
先
端
駒
寄

四
問
四
尺

（
間
口
）

（奥
行
）

御
関
所

五
間
、
五
間
　
　
　
　
　
　
　
一
南
側
根
の
井
山
迄
東
門
の
つ
づ
き
、
柵
を
三
拾
九
間

（
間

口
）

（
奥

行
）

下
番
所

〓
一間
、
六
問
　
　
　
　
　
　
　
　
四
尺

こ
れ
に
よ
つ
て
見
る
と
、
関
所
の
敷
地
は
、
東
西
二
五
間
三
尺
、
南
北

一
六
間
で
あ
つ

趣 "%クの"

国道 :9号線

′ 木曽川
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跡

た
。
　
ま
た
、
　
こ
の
敷
地
の
西
方
五
四
間
三
尺
に
わ
た

り
、
西
門
よ
り
た
だ
ち
に
急
な
池
井
坂
と
な
つ
て
い
る
。

門
外
に
は
七
問
五
尺
の
柵
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

先
が
駒
寄
で
あ

つ
て
、
下
乗
の
場
所
と
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
東
門
外
に
も
同
様
に
柵
を
設
け
、

そ
の
先
五
間

一
尺
五
寸
が
駒
寄
と
な
つ
て
い
た
∪
敷
地

の
ま
わ
り
は
、
南
方
、
根
の
井
山
麓
、
上
番
所
に
つ
づ

封
　

い
た
西
側
に

一
四
間
の
塀
を
設
け
、
北
は
が
け
の
頭
に

定＝
　

そ
ぃ
、
ま
た
、
東
西
両
円
を
は
さ
ん
で
三
二
方
は
厳
重
に

の

柵
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
。
ま
た
、
南
側
は
、
東
門
か
ら

根
の
井
山

へ
か
け
て
三
九
間
四
尺
（文
政
三
年
、
九
六
間

に
延
長
）
の
柵
を
め
ぐ
ら
し
、
回
り
道
を
し
や
断
し
て
い

る
。
敷
地
内
に
は
、
池
井
坂
の
頭
に
幅
二
間
の
西
間
を
構
え
、
こ
こ
か
ら
東
門

へ
一
直
線
に
幅
約
二
間
の
道
路
が
設
け
て
あ

つ
た
。
東
門
か
ら
三
、
四
間
を

へ
だ
て

て
番
所
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
「
御
関
所
」
と
い
う
の
は
、
上
番
所
と
も
い
い
、
こ
こ
に
は
、
山
村
氏
の
給
人
格
以
上
の
も
の
が
、
上
番
と
し
て
二
人
ず

つ
交
代
で
勤

務
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
東
側
に
下
番
所
が
あ

つ
て
、
こ
こ
に
は
、
足
軽
級
の
下
番
四
人
が
詰
め
て
い
た
。
上
番
所
の
西
側
は
湯
看
所
で
、
勝
手
と
称
し
た
。
さ
ヽ

ら
に
、
西
門
内
の
建
物
は
番
小
屋
で
、
夜
番
の
詰
め
る
と
こ
ろ
で
あ

つ
た
。
番
所
の
前
庭
は
、
道
路
に
い
た
る
ま
で
、　
一
面
に
栗
石
が
敷
き

つ
め
ら
れ
て
あ
つ
た
。

他
の
記
録
に
よ
る
と
、　
東
・
西
両
門
は
、
ケ
ヤ
キ
造
り
で
、　
高
さ
は
騎
馬
の
通
行
に
さ
し
つ
か
え
の
な
い
棟
間
で
あ
つ
た
と
い
う
。
東
間
は
、
関
所
創
設
と
同
時
に

建
て
ら
れ
た
が
、
西
間
は
、
寛
文
八
年
、
東
間
が
風
害
の
た
め
損
壊
し
、
建
て
直
し
た
と
き
に
新
設
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
関
所
の
跡
は
、　
大
部
分
が
古
村
勇
七
氏
の
味
噌
製
造
場
と
土
蔵
と
な
つ
て
い
る
が
、　
そ
の
北
辺
に
近
い
東
。西
両
門
の
あ

つ
た
附
近
は
、
道
路
と
な
つ
て
い

て
、
当
時
の
面
影
を
わ
ず
か
な
が
ら
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

福
島
関
所
の
創
設
さ
れ
た
年
時
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
中
山
道
の
開
か
れ
た
慶
長
七
年
を
あ
ま
り
く
だ
ら
な
い
こ
ろ
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
重
要
な
守
り

と
し
て
、　
東
海
道
の
箱
根
・荒
居
、
中
山
道
の
碓
氷
と
と
も
に
、
当
時
「
天
下
の
四
大
関
所
」
と
称
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

当
初
か
ら
山
村
氏
が
代
々
そ
の
守
備

―- 20 -―

鎮

一
ｒ
一

第 19図 木曽福i島 関所絵 1渕 (角 11■兵術時 rl蔵、宣文1刊い1)

撥

檬

一

・ヽ

一
一

一
一
チ
彎

‘品
機
『
一

ぷ
繭

第20図  福島関所[沼 (生 y.l勘しr_,1蔵 )寛文4■ ,い く,の と‖t定さる̂



- 21 -

に
任
じ
、
明
治
二
年
二
月
六
日
ま
で
そ
の
機
能
を
果
し
て
き
た
。　
こ
の
関
所
は
、　
各
藩
境
等
に
み
ら
れ
る
番
所
の
類
と
は
機
能
を
ま
つ
た
く
共
に
し
、
と
く
に
コ
払

改
‐め
」
と
、
可
鉄
砲
改
め
」
ど
性
重
点
が
お
か
れ
て
い
た．
。
中
山
道
が
東
海
道
と
と
も
に
、　
当
け
、
江
戸
と
京
都
、
な
い
し
関
西
地
方
と
を
結
ぶ
最
も
重
要
な
幹
線
道
・

路
で
あ
つ
た
事
実
、
し
か
も
、

「
女
改
め
」
手
形
の
本
紙
は
、　
こ
の
関
所
に
お
い
て
と
ど
め
、
こ
と
に
下
り
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
関
所
か
ら
碓
氷
関
所
へ
書
‐

替
手
形
を
発
行
す
る
‐と
さ
れ
て
い
た
事
実
な
ど
は
、
こ
の
関
所
が
徳
川
幕
府
に
よ
る
交
通
政
策
上
、
い
か
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
か
を
う
か
が
う
に
た
る
も
の
で
あ

ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

現
在
、
関
所
跡
は
、　
廃
関
後
、
そ
の
敷
地
が
民
有
地
と
な
り
、
民
家
・倉
庫
等
が
建
て
ら
れ
、
ま
た
、　
明
治

一
七
年
の
国
道
改
修
に
よ
つ
て
、
敷
地
前
面
の
旧
中
‐

山
道
の

一
部
が
削
り
と
ら
れ
、
さ
ら
に
、
明
治
四
三
年
の
中
央
西
線
の
開
通
に
よ
つ
て
、
一装
側
も
削
り
と
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
原
形
の
大
部
分
を
失

つ
て
し
ま
つ
た
，

の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
ず
か
に
そ
の
当
時
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
原
形
保
存
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
、

そ
の
保
存
方
法
を
構
じ
て
ゆ
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

関
係
文
献
と
し
て
は
、　
家
高
荒
治
郎
著
「
木
曽
福
島
関
所
」
、

「
木
曽
福
島
町
史
」
紐
、
木
曽
福
島
関
所
図
雌
繭
画
キ

福
島
関
所
絵
図
ｍ
印
耐
麟
、
福
島
関
所
に
関
す
る
ヽ

古
記
録
お
ょ
ぉ
千
″
類
麻
／‐ヽ曽
戦
鯖
降
隋
そ
の
他
．が
一ぁ
る
。

埴

　

原

　

牧

　

跡

ヽ
（
図
野

“
亮

駐

第
５７
殴
参
Ｊ

（附
）
信
濃
諸
牧
炒
縣
庁
跡

埴
原
牧
跡
は
、
松
本
市
大
宇
中
山
の
南
・北
埴
原

一
帯
の
地
域
に
わ
た
つ
て
い
る
。

そ
の
規
模
の
全
ぼ
う
は
、
他
の
官
牧
に
お
け
る
と
同
様
に
、
こ
れ
を
明
確
に
‐

し
う
る
史
料
を
欠
く
た
め
定
か
に
し
が
た
い
が
、
そ
の
地
型
・地
字
“伝
承
そ
の
他
に
よ
る
史
的
総
合
考
察
に
よ
つ
て
、
牧
司
庁
は
北
埴
原
部
落
の
町
村
地
籍
に
、
現
¨

業
庁
は
南
埴
原
部
落
の
千
石
地
籍
に
、　
牧
人
ら
の
住
播
地
と
繋
飼
場
と
は
同
部
落
の
古
屋
敷
・千
石
両
地
籍
に
、
放
牧
場
は
両
地
籍
の
東
部
に
連
接
す
る
地
域
と
牧
‐

の
内
地
籍
、・
さ．げ
に
背
後
の
官
入
山
・前
鉢
伏
山
の
山
頂
山
腹
に
わ
た
つ
存
在
し
て
い
た
も
の
と
推
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
屋
敷
・千
石
両
地
籍
に
つ
づ
く
放
幣

地
Ｌ
に
、
社
肝
肝
に
よ
つ
て
四
の
区
域
に
分
か
た
れ
て
い
た
跡
が
ほ
ぼ
推
定
さ
れ
る
が
、と
く
に
両
地
籍
の
繋
飼
場
跡
は
、比
較
的
そ
の
形
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
。

埴
原
牧
跡

所
在
地
　
松
本
市
大
宇
中
山

交
　
通
　
中
央
線
松
本
駅
下
車

バ
ス
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跡

古
屋
敷
地
籍
の
繋
飼
場
跡
は
、
西
方
に
傾
斜
し
た
束
西
約

一
七
〇
房
、　
南
北
三
六
―

一
二
六
眉
の
階
段
状
平

地
で
、
六
段
と
な
つ
て
お
り
、
中
央
に
四
上
ハ
ー
八
三
百
И
の
堀
と
も
道
路
と
も
覚
し
き
凹
い
溝
を
通
じ
、
南
北

“
　
に
こ
れ
を
三
分
し
て
い
る
。
そ
の
北
半
の
も
の
を
下
段
か
ら
数
え
る
と
、　
第

一
段
は
西
辺
三
六
・四
房
、　
東
辺

帯
　
三
八
∴
再
“
、
南
辺
三
九
房
、
北
辺
五
四
上
雀
冽
、
第
二
段
は

一
・
八
厨
上
が

つ
て
、
東
辺
四
二
房
、
南
辺
三
八
・

瑚
　
二
肝
、
北
辺
三

一
眉
、
第
二
段
は

一
二
百
川
上
が
つ
て
、
東
辺
四
七
上
一一暦
、
南
辺
三
三
上
ハ
肝
、
北
辺
三
〇
眉
、

第脚
　
第
四
段
は

一
・
五
厨
上
が
つ
て
、　
東
辺
三
九
暦
、
南
北
辺
各
二
五
・
７ｉ
暦
で
、　
そ
の
東
北
隅
に
南
北
七
∴
一́
層
、

陥
　
束
西
五
・
五
房
、
高
さ

一
房
の
小
高
く
し
た
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。
第
五
段
は

一
■
再
И
上
が

つ
て
、
東
辺
三
六
・

鵬
　
四
房
、
南
辺
三
三
■
Ｃ
И
、
北
辺
三
七
上
一一眉
、
最
後
の
第
六
段
は

一
暦
上
が

つ
て
、　
東
辺
三
七
上
一一房
、

南
辺

繋撒
　
一二
七
去
再
И
、
北
辺
二
九
二

】
月
で
、
そ
の
東
北
寄
り
の
と
こ
ろ
が
方
二

一
・
八
済
に
わ
た
り
、　
Ｔ

四
房
ほ
ど
小

嚇
　
一‐――‐
く
し
て
あ
る
。
総
じ
て
各
段
と
も
、
南
北
に
長
い
長
方
形
を
な
し
て
お
り
、
上
段
に
い
た
る
ほ
ど
、
そ
の
面

鰯
　
積
は
小
さ
く
な
つ
て
い
る
。
ま
た
、
第
五
・第
六
段
の
南
縁
に
は
、
高
さ

一
層
、
幅
二
・
七
房
ほ
ど
の
上
居
が
残

図
　
存
し
て
い
る
が
、
も
と
は
第

一
段
ま
で
及
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
北
側
に
は
、
第
二
段
か
ら
第

第
　
一ハ
段
ま
で
幅
二
・
七
―
八
上
再
月
の
堀
ら
し
き
の
が
通
じ
て
お
り
、
と
く
に
第
六
段
の
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
幅
が

一
一
Ｔ
七
房
に
広
げ
ら
れ
、
そ
の
小
高
く
な
つ
て
い
る
個
所
か
ら
は
、　
丁

七
房
も
低
め
て
、
他
か
ら
見
え
ぬ
よ

う
に
し
て
あ
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
す
べ
て
畑
と
な
つ
て
い
る
が
、
そ
の
あ
ぜ
と
円
地
等
、
遺
型
の
保
存
を
必
要
と
す
る
個
所
は
、
昭
和
二
五
年
八
月
、
国

の
仮
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
際
、
解
放
せ
ず
、
松
本
市
長
が
こ
れ
を
保
管
し
て
い
る
。
北
半
地
域
の
構
築
が
上
記
の
よ
う
に
複
雑
で
、
種
々
の
工
作
が
加
え
ら
れ
て
い

る
の
に
反
し
、
南
半
地
域
は
き
わ
め
て
単
純
で
、
同
様
に
六
段
を
数
え
る
が
、
そ
の
性
格
は
全
然
異
な
つ
て
い
る
。
四
囲
の
状
況
や
他
牧
の
遺
例
等
よ
り
推
し
て
、

そ
の
北
半
地
域
は
、
冬
季
牧
馬
を
繋
飼
す
る
追
込
み
厩
舎
が
設
け
ら
れ
て
い
た
個
所
で
あ
り
、
南
半
地
域
な
ら
び
に
現
在
古
屋
敷
部
落
の
あ
る
個
所
は
、
牧
人
ら
の

住
居
地
と
み
た
い
。
ま
た
、
第
六
段
北
方
の

一
段
低
く
な
つ
て
い
る
個
所
は
、
当
時
の
交
尾
場
の
あ
と
か
と
考
え
る
。

千
石
地
籍
の
繋
飼
場
跡
は
、
現
在
の
千
石
部
落
の
南
方
に
つ
づ
い
て
残
つ
て
お
り
、だ
い
た
い
、古
屋
敷
の
そ
れ
と
似
て
い
る
が
、
広
さ
は
や
や
大
き
い
。
西
方
に

傾
斜
し
た
南
北
六
三
上
ハ
ー

一
〇
〇
房
、
東
西

一
八

一
・
八
済
を
階
段
状
に
平
地
と
し
た
も
の
で
、
同
様
に
六
段
と
な
つ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
中
央
よ
り
南
側
に
堀

が
設
け
ら
れ
て
あ
る
。
そ
の
跡
は
、　
上
部
で
は
い
ま
な
お
、
幅

一
〇
ｙ
、
深
さ
二
上

】
“
を
測
り
う
る
が
、
第
四
段
の
あ
た
り
か
ら
二
条
に
わ
か
れ
た
二
重
堀
と
な
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つ
て
お
り
、
そ
の
南
側
の
も
の
は
、
幅
七
豊
再
И
、
深
さ

一
・八
厨
、
北
側
の
も
の
は
、
幅
五
・
五
厨
、
深
さ

一
■
再
”
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
二
重
堀
は
、
現
在
、
第

一
段
の
南
側
で
終

つ
て
い
る
が
、
そ
の
微
地
形
か
ら
見
て
、
当
初
は
、
第

一
段
の
西
辺
を
北

へ
ま
わ
つ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
階
段
地
形
の
う
ち
、
北

半
が
繋
飼
場
で
、
第

一
段
は
西
辺
五
二
・
七
房
、
東
辺
五
六
。四
房
、　
南
辺
三
〇
・
九
房
、
北
辺
三
六
・四
房
、
第
二
段
は

一
房
上
が

つ
て
、　
東
辺
四
七
豊
再
И
、
南
辺

二
七
上
一一厨
、
北
辺
三
〇
。九
房
、
第
三
段
は

一
二
薇
И
上
が
つ
て
、
東
辺
四
九
二

】
И
、
南
辺
二
九
二

】
冽
、　
北
辺
三
七
上
一一ｙ
、　
第
四
段
は

一
上
⇔
Й
上
が

つ
て
、
東

辺
五
二
・
七
房
、
南
辺
三

一
・
七
房
、
北
辺
二
九
二

】
”
、　
第
五
投
は

一
・
八
房
上
が

つ
て
、
東
辺
四
七
■
再
“
、　
南
北
辺
各

一
四
‥
．ハ
肩
、
第
六
段
は

一
二
薇
“
上
が
つ

て
、
東
辺
四
〇
房
、
南
辺
二
七
豊
再
И
、
北
辺
三
八
二
百
И
と
な
つ
て
お
り
、
東
辺
に
上
居
が
見
ら
れ
る
。　
な
お
、　
第
六
段
の
北
西
寄
り
に
南
北

一
三
上
雀
И
、
東
西

二
↑
四
房
の
長
方
形
の
地
域
が
、
東
方
と
南
方
と
を
高
さ

一
。
八
房
に
及
ぶ
土
居
で
囲
つ
て
あ
り
、
わ
ず
か
に
西
南
部
が
通
路
と
し
て
あ
け
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
古
屋
敷
の
繋
飼
場
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
性
質
の
も
の
ら
し
く
、
お
そ
ら
く
交
尾
場
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
南
半
地
域
は
、
幅
六
・四
―
三
六
。四

房
の
狭
長
な
丘
で
、
人
工
を
加
え
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。　
こ
こ
で
は
、　
牧
人
ら
の
住
居
地
は
、　
む
し
ろ
繁

飼
場
の
北
方
に
隣
る
現
在
の
千
石
部
落
に
求
む
べ
き
だ
ろ
う
。

千
石
部
落
は
、　
い
わ
ば
、　
古
屋
敷
と
千
石
地

籍
の
繋
飼
場
と
の
中
間
に
位
し
、　
そ
の
地
割
・寺
跡
・遺
物
等
か
ら
推
し
て
、　
当
時
か
ら
の
り
‐
‥―
住
地
で
あ

つ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
、
同
時
に
、
，ピ
」
に
現
業
庁
と
し
て
の
「
牧
寄
」
が
あ

つ
た
も
の
と
推
考
し
た
い
。
こ
の
繋
飼

場
の
あ
つ
た
個
所
は
、
現
在
、　
畑
地
と
な
つ
て
い
る
が
、
そ
の
遺
構
を
指
摘

し
う

る
あ

ぜ
・堀
ｏ東
方

の
土

居
。交
尾
場
等
は
、　
さ
き
に
国
の
仮
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
際
解
放
せ
ず
、　
松

本
市

長

に
お
い
て
管

理
す

る

こ
と
と
し
て
あ
る
。

埴
原
牧
は
、
　
信
濃
・甲
斐
・上
野
・武
蔵
の
四
国
に
限

つ
て
八
世
紀
の
半
ば
こ
ろ
か
ら

一
〇
世
紀
に
か
け

て

設
け
ら
れ
た
勅
旨
牧
（御
牧
と
も
い
３

の

一
つ
で
あ

つ
て
、
左
馬
寮

に
所
属
し
て
い
た
。

こ
の
牧

の
創
設
年

時
は
明
ら
か
で
な
い
が
、　
ほ
ぼ
八
世
紀
の
中
ご
ろ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。　
そ
の
規
模
は
あ
ま
り
大
き

く
な
い
が
、　
か
え
つ
て
、　
そ
こ
に
古

色
が
う
か
が
わ
れ
る
。　
こ
の
牧
の
こ
と
は
、

延
喜
式
。類
衆

三
代
格

（延
暦
十
六
年
六
月
七
日
附
太
政
官
符
・
政
治
要
略
）等

に
見
え
て
い
る
だ
け
で
、　
吾
妻
鏡
が
載
せ
て
い
る
信

濃

二

八
牧
中
に
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、　
当
時
、　
す
で
に
退
転
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
牧
の
南
隣
の
北
内
ｏ南
内
両
牧
が
そ
の
あ
と
を
継
い
だ
も
の
と
推
考
し
た
い
。

埴
原
牧
跡

第22図 埴原牧千石繋飼場南側堀跡
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長
野
県
史
跡

多
く
の
牧
に
あ
つ
て
は
、　
そ
の
跡
が
ほ
と
ん
ど
う
か
が
え
な
い
の
に
反
し
、　
こ
の
牧
に
あ
つ
て
は
、　
ほ
ぼ
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、　
そ
の
牧
司
庁
・現
業
庁
・繋

飼
場
ｏ放
牧
場
等
の
跡
と
そ
の
位
置
関
係
と
を
お
よ
そ
明
ら
か
に
し
う
る
と
と
も
に
、　
放
牧
地
帯
に
お
け
る
野
馬
除
ｏ土
居
・堀
な
ど
も
か
す
か
に
残
存
し
て
お
り
、

わ
が
国
に
お
け
る
官
牧
史
研
究
上
、
貴
重
な
遺
構
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

由
来
、
官
牧
は
、
広
大
な
放
牧
地
帯
を
併
有
し
、
数
里
を
へ
だ
て
た
個
所
に
そ
の
あ
と
を
推
定
し
う
る
も
の
も
少
な
く
な
い
の
で
、
そ
の
全
ぼ
う
を
究
明
す
る
こ

と
は
、
ま
ず
不
可
能
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
た
が

つ
て
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
と
く
に
、
そ
の
遣
構
を
存
し
て
い
る
部
分
だ
け
を
明
示
し
て
、
こ
れ
を
保
存
す
る

の
ほ
か
途
は
な
い
と
い
つ
て
よ
い
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
遺
構
が
耕
作
地
と
さ
れ
る
に
及
ん
で
は
、
い
ん
滅
の
度
も
は
げ
し
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の

点
、
急
速
に
保
存
の
方
途
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

信
濃
諸
牧
牧
監
庁
跡
は
、　
松
本
市
大
序
中
山
字
乾
田
に
あ
る
。　
こ
の
庁
跡
は
、　
埴
原
牧
司
庁
の
北
方
、　
松
本
市
役
所
中
山
出
張
所
棚
紳
別
の
北
西
に
あ
り
、
附
近

一

帯

に
鳥
内
（と
り
う
ち
―
庁

の
内
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
個
所
で
、
ほ
ぼ
南
北
二
〇
九
二

ｖ
И
、
東
西
二

一
八
二
再
И
の
地
域
に
わ
た
り
、
地
割
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
。
こ

こ
に
は
、　
内
く
ね
・く
ね
凩
・竹
原
・古
屋
敷
・、乾
田
等
の
地
字
が
あ
り
、　
そ
の
乾
田
（
い
ぬ
い
だ
―
戊
亥
田
）
地
籍
か
ら
牧
監
庁
の

一
建
造
物
跡
と
考
え
ら
れ
る
礎
石

一

二
個
が
発
見
さ
れ
、
な
お
、
附
近
民
家
内
に
も
残
存
礎
石
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
礎
石
は
、
径
〇
・
六
―

一
二
再
И
の
石
英
閃
緑
岩
の
も
の
で
、
そ
の
う
ち

七
個
は
、
ほ
ぼ
三
豊
一―
三
上
ハ
房
お
き
に
東
北
―
西
南
に
並
ん
で
お
り
、
そ
の
東
北
方

一
二
上

り
И
へ
だ
て
て

一
個
、
ま
た
、
西
南
方
三
上
Ｃ
冽
に

一
個
、
さ
ら
に
三

・
六
房
お
い
て

一
個
が
あ
り
、
そ
の
東
南
方
七
上
ハ
房
お
い
て

一
個
、
三
去
一房
お
い
て

一
個
残
存
し
て
い
る
。　
こ
れ
ら
を
通
じ
て
み
れ
ば
、　
九
間
五
面
の
建
造
物
が

想
像
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
。
な
お
、
民
家
に
残
存
し
て
い
る
礎
石
は
、
異
な
つ
た
建
造
物
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
附
近
か
ら
は
、
過
去
に
お
い
て
、
幾
個
か
の
礎

石
が
出
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
九
間
五
面
の
建
造
物
が
そ
の
正
面
に
あ
た
つ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
水
田
で
あ

つ
た
が
、
さ
き
に
仮
史
跡

に
指
定
し
た
際
、
礎
石
の
出
土
し
た
附
近
だ
け
を
松
本
市
で
買
取
り
、
芝
地
と
し
て
保
管
し
て
い
る
。

信
濃
に
お
け
る
勅
旨
牧
の
監
督
は
、
そ
の
創
設
当
初
は
、
国
司
の
所
管
下
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
八
世
紀
末
こ
ろ
、
そ
の
手
を
離
れ
て
、
新
た
に
置

か
れ
た
監
牧
に
よ
つ
て
司
率
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
信
ｏ甲
・上
ｏ．武
四
国
中
、　
ま
ず
信
濃
に
こ
れ
を
置
い
た
の
で
あ
．る
が
り
当
初
は

一
員
で
あ
つ
た
の

を
、　
望
月
牧
が
独
立
す
る
に
及
ん
で
二
員
と
な
り
、　
天
長
元
年
再
び

一
員
と
な
り
、　
さ
ら
に
天
安
二
年
に
二
員
と
な
り
、　
一
員
は
信
濃
に
お
け
る

一
五
牧
（信
濃
諸

牧
）
を
、　
一
員
は
望
月
牧
を
監
督
し
て
き
た
の
で
あ
る
。　
な
お
、
そ
の
名
称
は
、
当
初
、　
信
濃
監
牧
と
い
つ
た
の
を
、
天
長
年
間
か
ら
牧
監
と
改
称
し
て
い
る
。
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信
濃
の
監
牧
庁
が
当
初
ど
こ
に
置
か
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
延
暦

一
六
年
六
月
七
日
の
太
政
官
符
に
よ
つ
て
、
信
濃
国
監
牧
に
公
麻
田
と
し
て
、

「
埴
原
牧
の
田

六
町
」
を
与
う
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、　
埴
原
牧
の
近
く
に
設
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、　
動
か
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
先
年
発
見
さ
れ
た
上
記
の
礎
石
は
、

そ
の
数
と
大
き
さ
に
お
い
て
相
当
大
き
な
建
造
物
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も
に
、
附
近

一
帯
の
地
が
鳥
の
内
（庁
の
内
）
の
呼
称
を
も
つ
て
い
る
事

実
、

六
〇

間

×
一
二
〇
間
に
わ
た
る
長
方
形
の
地
域
に
特
別
の
地
割
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
他
に
な
お
礎
石
が
数
多
く
あ
つ
た
と
の
伝
承
、
附
近
に
古
寺
の
存
在
を
思
わ

せ
る
何
ら
の
関
係
傍
証
史
料
の
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
礎
石
の
あ
る
個
所
を
牧
盤
庁
跡
と
推
定
し
て
、
ほ
ぼ
誤
り
な
い
と
考
え
る
。

以
上
、
埴
原
牧
跡
と
信
濃
諸
牧
牧
監
庁
跡
と
に
関
し
て
の
文
献
と
し
て
は
、
類
衆
三
代
格
、
延
喜
式
、
諏
訪
御
符
祀
之
古
書
、
南
北
埴
原
村
検
地
帳
そ
の
他
を
挙

げ

る
こ
と
が
で
き
る
が
、　
一
志
茂
樹
著
「
古
代
東
山
道
の
研
究
」
、
同

「
官
牧
考
Ｌ
鵡
ぽ
．に
詳
細
な
論
考
が
あ
る
。

多

田

加

助

宅

跡

圏

＃

言

６

観

測

鯉

輔

生
顆

喝
馨

見

な
か
が
や

多
田
加
助
宅
跡
は
、
中
萱
部
落
の
南
西
端
に
あ
る
。
そ
の
主
要
部
は
多
田
鴻
之
氏
の
宅
地
な
ら
び
に
所
有
水
田
と
な
つ
て
お
り
、
そ
の
東
南
隅
に
濠
と
土
居
と
の

一
部
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
東
側
に
つ
づ
い
て
貞
亨
義
民
社
の
社
地
と

・
多
田
鴻
之
・多
田
実
吾
両
氏
の
墓
地
が
あ
る
。　
も
と
、　
宅
跡
に
は
、　
東
西
五
四
・

五
厨
、　
南
北
六
三
上
ハ
房
の
濠
を
め
ぐ
ら
し
、
東
に
向
か
つ
て
木
戸
口
を
も

つ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
東
外
側
の
社
地
と
な
つ
て
い
る

一
部
に
は
、
旧
中
萱
村
の
郷

蔵
が
あ

つ
た
。
こ
の
濠
は
、
明
治
四
〇
年
こ
ろ
ま
で
は
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
い
た
が
、
現
存
し
て
い
る
部
分
は
、
幅
六
房
、
深
さ
二
房
を
有
し
、
水
を
た
た
え
て

い
る
。
そ
の
内
側
の
土
居
は
、
幅
八
房
、
高
さ

一
０
五
房
で
、
三
本
の
老
松
が
茂
り
、
多
個
家
の
祝
般
が
あ
る
。

多
田
加
助
に
関
係
し
て
の
確
実
な
文
献
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
騒
動
直
後
、
松
本
藩
か
ら
各
庄
屋
に
あ
て
た
文
書
、
信
府
統
記
、
川
辺
文
書
紐
本
な
ど
の
ほ
か
は
、
ほ

と
ん
ど
信
用
の
お
け
る
も
の
は
な
い
。

多
田
氏
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
こ
の
地
に
定
着
す
る
よ
う
に
な
つ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
濠
を
め
ぐ
ら
し
た
そ
の
宅
跡
と
伝
承
と
か
ら
推
し
て
、
小
笠
原
氏
に
従
つ

多
田
加
助
宅
跡
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野
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史
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て
い
な
い
が
、
越
前
大
野
藩
の
浪
人
丸
山
文
左
衛
門
の
教
導
を
受
け
、
陽
明
学
を
身
に

と
が
で
き
よ
う
。

て
松
本
に
来
り
、　
一
有
力
知
行
者
と
し
て
こ
こ
に
土
着
し
た
も
の
の
後
で
は

な
い
か
と
想
察
す
る
。
寛
永

一
九
年
、
水
野
氏
が
松
本
藩
主
と
な
つ
た
こ
ろ
¨

の
多
田
氏
は
、　
村
役
人
を
し
て
い
る
。　
慶
安
四
年
中
萱
村
検
地
帳
に
よ
れ

ば
、
宅
跡
は
、
義
民
加
助
の
先
代
と
推
考
さ
れ
る
同
名
加
助
の
も
の
と
な
つ

て
お
り
、
相
当
の
田
畑
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
旧
中

萱
村
の
鎮
守
で
あ

つ
た
熊
野
権
現
社
の
祭
礼

の
際

の
「
お

ふ
り
よ
う
」
は
、

ま
ず
こ
の
屋
敷
で
勢
ぞ
ろ
い
し
て
わ
た
る
と
さ
れ
、
享
保
六
年
ま
で
つ
づ
い

た
と
の
こ
と
で
あ
る
影
畑
部
を
　
並
日
通
に
、
庄
屋
の
加
助
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
、
延
宝
以
後
に
は
庄
屋
職
を
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
先
代
加
助

ま
で
庄
屋
職
に
あ

つ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
家
柄
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
よ
う

に
い
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ら
う
。

義
民
加
助
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
な
ん
ら
の
史
料
も
発
見
さ
れ

つ
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
お
よ
そ
の
人
柄
を
し
の
ぶ
こ

当
時
の
松
本
藩
主
は
水
野
忠
直
で
あ

つ
た
が
、
そ
の
か
こ
く
な
藩
政
と
重
税
と
で
、農
民
は
苦
惨
の
生
活
を
つ
づ
け
て
い
た
。
た
ま
た
ま
、
こ
れ
ま
で
檄
五
斗
俵
に

つ
き
、
米
二
斗
五
升
挽
と
し
て
年
貢
を
納
め
て
い
た
の
を
、
五
斗
二
升
俵
三
斗
挽
と
し
、

つ
い
に
三
斗
五
升
挽
の
暴
挙
を
強
行
し
た
の
で
、
農
民
の
激
怒
は
絶
頂
に

達
し
た
。
こ
の
状
勢
を
み
た
加
助
は
、
藩
内
各
村
の
有
志

一
一
名
と
は
か
つ
て
、
貞
草
三
年

一
〇
月
、
藩
の
奉
行
所

へ
強
訴
に
及
ん
だ
が
、
さ
ら
に
要
を
え
な
い
ば

か
り
か
、
か
え
つ
て
権
策
に
よ
つ
て
あ
ざ
む
か
れ
た
。
そ
の
非
道
な
処
置
に
奮
起
し
た
農
民
ら
は
、
城
下
に
押
し
よ
せ
、
容
易
で
な
い
形
勢
と
な
つ
た
。

つ
い
に
加

助
ら
は
捕
え
ら
れ
、
加
助
を
中
心
と
し
た
主
謀
者
中
八
名
は
傑
刑
に
、
そ
の
子
弟
ら
を
も
加
え
た
二
〇
名
は
獄
門
に
か
け
る
と
い
う
極
刑
に
処
さ
れ
た
。
後
、
こ
の

事
件
は
、

「
加
助
騒
動
」
と
称
さ
れ
た
。

こ
の
農
民

一
揆
は
、
村
役
人
層
を
中
心
と
し
て
起
さ
れ
て
い
る
点
、
ま
た
、
藩
政
に
抗
し
て
い
る
点
、
全
国
的
に
江
戸
時
代
初
期
に
お
こ
つ
て
い
る
も
の
と
そ
の

軌
を

一
に
し
て
い
る
が
、ｒ
と
く
に
、　
加
助
が
旧
地
頭
層
に
出
自
を
も

つ
家
筋
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。　
義
民
ら
の
行
動
は
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ

―= 26 -

第23図  多田加助宅跡附近区|(江戸時代未期中萱村図より)
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に
お
い
て
、
ま
た
、
農
民
の
生
活
擁
護
の
名
分
に
立
上
が
つ
て
、
ど
う
ど
う
と
藩
に
抗
議
し
た
態
度
に
お
い
て
、
当
代
の
農
民

一
揆
と
し
て
は
、
全
国
的
に
最
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の

一
つ
で
あ
り
、
と
く
に
松
本
平
地
方
で
は
、
貞
享
義
民
と
し
て
地
方
の
人
々
に
追
慕
さ
れ
、
ｆ
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
挙
に
加
わ
つ
た

人
々
は
相
当
の
数
に
の
ぼ
る
が
、
加
助
が
そ
の
中
心
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
、
加
助
を
そ
の
代
表
者
と
し
て
、
そ
の
旧
宅
跡
保
存
の
途
を
講
じ
、
永
く

義
挙
を
た
た
え
た
い
。

た
だ
、
当
時
の
遺
構
と
し
て
は
、
わ
ず
か
に
濠
と
土
居
と
が
現
存
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
か
つ
て
加
助
の
住
宅
で
あ
つ
た
地
域
、
お
よ
び
後
代
に
な
つ
て
か

ら
移
さ
れ
た
墓
地
、
貞
享
義
民
社
の
あ
る
そ
の
木
戸
口
に
あ
た
る
個
所
を
も

一
連
の
も
の
と
し
て
保
存
し
て
ゆ
く
こ
と
が
適
当
で
あ
ら
う
。

附
説
　
村
民
は
、
処
刑
か
ら
五
〇
回
忌
に
あ
た
る
享
保
二
〇
年
、　
加
助
の
屋
敷
内
に
小
祠
を
建
て
て
加
助
を
ま
つ
っ
た
が
、そ
の
後
、
明
治

一
三
年
、
現
墓
地
州
盤
嘲
漱
綱
中
萱
に
隣

る
現
在
の
個
所
に
社
殿
を
移
し
、
同
三
一
年
、
現
在
の
社
殿
を
新
築
し
て
、
同
志

一
一
名
を
い
つ
し
よ
に
ま
つ
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
中
萱
部
落
で
ま
つ
り
を
行
な
い
、
今
日
に
い
た

つ
て
い
る
。

冊堺　（図版第２．．附録第６０図参照）　
一刺本描］　景飾製脚岸跡岬爆」繰螂卜市すバス

上
原
遣
跡
は
、
自
沢
天
狗
岳
の
南
の
す
そ
野
に
あ
り
、
南
流
し
て
高
瀬
川
に
注
ぐ
鹿
島
川
お
よ
び
籠
川
の
二
川
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
、
南
東
に
ゆ
る
や
か
に
傾
斜

す
る
舌
状
台
地
上
期
哺
臥
に
ｏ
に
あ
る
。
昭
和

一
七
年
、　
原
田
廣
氏
が
こ
の
地
の
山
林
の
林
道
で
遺
物
を
発
見
し
た
の
が
い
と
ぐ
ち
と
な
り
、　
戦
後
こ
の
山
林
が
開
か

れ
て
耕
地
と
な
る
際
、　
一
帯
の
地
か
ら
多
数
の
上
器
や
石
器
魔
発
見
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
よ
う
や
く
多
く
の
人
々
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
そ
こ
で
、
同
地

に
上
原
遺
跡
調
査
会
が
設
け
ら
れ
、

昭
和
二
五
年
か
ら
同
二
七
年
ま
で
の
間
前
後
三
回
に
わ
た
り
、

大
場
磐
雄
・
一
志
茂
樹
両
博
士
指
導
の
も
と
に
発
掘
調
査
が
行

な
わ
れ

・
た
。　
調
査
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
や
、　
調
査
の．学
術
的
成
果
に
関
し
て
は
、　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
Ｉ

「
上
原
」
鍮
御
ご
に
報
告

さ
れ

て

い
る
。
　

　

・

こ
こ
で
は
右
の
成
果
を
か
り
て
、
上
原
遺
跡
の
重
要
性
に
関
し
、
二
、
三
の
所
見
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。
ま
ず
第
一
に
、
上
原
遺
跡
の
年
代
的
位
置
が
明
確
『

上
原
遺
跡
●
　
　
　
　
　
　
，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

上ち

原督

遺
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長
野
県
史
跡

に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
、
発
掘
の
結
果
、
七
類
に
区
別
さ
れ
る
組
文
土
器
破
片
約

一
万
片
が
採
集
さ
れ
、
そ
の
型
式
に

よ
つ
て
、
こ
の
遺
跡
は
、
組
文
文
化
前
期
の
終
り
か
ら
同
中
期
の
初
め
こ
ろ
ま
で
の
間
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
つ
た
）
本
県
に
は
、
こ
の
時
期
の
遺
跡
は
決
し
て
少
な
く
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
組
織
的
に
発
掘
調
査
し
た
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
つ
て
、
今
後
の
調
査
研
究
の
基
準
と
す
べ
き
遺
跡
と
な
つ
た
。
し
か
も
、

土
器
と
と
も
に
発
見
さ
れ
た
石
鏃
、
石
錐
、
石
匙
、
そ
の
他
の
小
打
製
石
器
、
打
製
石
斧
、
磨
製
石
斧
、
玉
砥
石
、
石

皿
、
滑
石
製
決
状
耳
飾
そ
の
他
も
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
、
年
代
的
特
色
を
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
遺
物
を
通
じ

て
当
時
の
文
化
内
容
を
確
実
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
年
代
的
位
置
を
占
め
、
文
化
的
背
景
を
も
つ
遺
跡
が
、
発
掘
に
よ
つ
て
各
種
の
遺
構
を
含
む
こ

と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、各
所
に
小
さ
な
竪
穴
が
散
在
し
、ま
た
、大
小
の
石
を
寄
せ
た
石
積
、

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
配
石
遺
構
な
ど
が
あ
つ
た
。
そ
れ
ら
個
々
の
意
義
が
な
お
不
明
だ
と
し
て
も
、
組
文
中
期
初
の
人

々
の
生
活
に
直
結
す
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
な
か
で
も
、
Ａ
地
区
で
発
見
さ
れ
た
配
石
跡
は
、
こ
の
遺
跡
を
特

色
づ
け
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
大
場
博
士
は
慎
重
調
査
の
う
え
こ
の
復
原
を
試
み
た
。
ン」
の
復
原
配
石
跡
は
、
そ
の

ま
ま
露
出
し
て
あ
り
、
指
定
区
域
の
中
心
と
な
つ
て
い
る
。
北
側
に
あ
つ
た
石
の
集
群
と
、
南
側
に
あ
つ
た
石
の
集
群

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
環
状
石
解
に
構
成
さ
れ
、
前
者
を
第

一
号

石
解
、
後
者
を
第
二
号
石
解
と
名
づ
け
た
。
こ
れ
と
は
別

に
、東
西
に
各

一
本
の
石
柱
が
あ
り
、東
の
石
柱
を
東
立
石
、
西
の
石
柱
を
西
立
石
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
の
石
は
、
柱
状
で

あ
つ
て
細
長
く
、
鹿
島
川
の
支
流
矢
沢
の
河
床
に
み
る
も
の
と
同
じ
安
山
岩
の
転
石
で
あ
る
。
そ
の
長
さ
は
五
〇
付
ｙ

か
ら

一
〇
〇
修
ダ
で
あ
る
か
ら
個
人
で
運
ぶ
こ
と
の
で
き
る
大
き
さ
で
あ
る
。
第

一
号
石
能
は
、
中
心
に
一
柱
を
立
て
、
そ
の
周
囲
に
一
二
個
の
石
柱
が
楕
円
形
に

並
べ
ら
れ
て
あ
る
。
そ
の
長
径
三
上
ハ
ン
、
短
径
二
二
薇
И
と
な
る
。
中
心
柱
は
、
や
や
へ
ん
ぺ
い
な
石
で
、
高
さ
七
五
付
炉
、
幅
四
五
付
ｙ
、
厚
さ
二
〇
付
ｙ
で
あ

る
。
第
二
号
石
解
は
、
第

一
号
の
西
南
端
か
ら
南
へ
二
・四
ソ
離
れ
て
い
る
。
一
個
の
中
心
柱
の
周
囲
に
、
六
個
の
石
を
立
て
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
楕

円
形
で
あ
つ
て
、
長
径

一
・
六
ｙ
、
短
径

一
・
五
房
で
あ
る
が
、
第

一
号
に
比
べ
小
規
模
で
あ
る
。
中
心
柱
は
、大
形
で
へ
ん
ぺ
い
、
長
さ
七
八
惨
炉
、幅
四
五
修
ダ
、

第24図 上原遺跡配石遺構
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厚
さ

一
二
付
ド
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
両
石
離
の
中
心
柱
の
直
下
に
は
、
有
機
土
木
と
木
炭
と
を
含
む
小
坑
が
あ
つ

た
。
西
立
石
は
、
第

一
号
お
よ
び
第
二
号
の
石
離
の
ほ
ぼ
中
間
に
立
て
ら
れ
て
あ
る
。
第

一
号
の
南
端
か
ら

一
厨
、
第
二

号
の
北
端
か
ら

一
・
二
房
に
位
置
し
、
東
立
石
と
相
対
す
る
。
そ
の
高
さ
は
七
五
付
炉
で
あ
る
。
ま
た
、
東
立
石
は
、
西

立
石
の
東
五
上
一五
房
に
立

つ
て
い
る
。
そ
の
高
さ
は
八
〇
”
卜
で
あ
る
。　
西
立
石
と
東
立
石
の
ほ
ぼ
中
間
に
、　
石
を
円

形
に
寄
せ
た
石
積
が
あ
る
。

こ
の
列
石
跡
に
関
し
、大
場
博
士
は
日
本
各
地
の
類
似
遺
跡
と
比
較
研
究
を
行
な
い
、
，コ
」
が
信
仰
に
関
係
あ
る
共
同
祭

祀
場
で
あ
る
と
推
測
し
た
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
遺
構
は
、
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
同
種
遺
構
の
分
布
の
南

端

に
当

た
る
と
と
も
に
、

細
文
前
期
末
―
中
期
初
と
い
う
最
古
の
も
の
で
あ
る
点
か
ら
も
、
は
な
は
だ
重
要
な
発
見
で
あ

つ
た
。

こ
の
遣
構
は
、
保
存
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
同
時
に
こ
の
遺
構
を
め
ぐ
る
住
居
跡
を
発
見
し
、
あ
わ
せ
て
保
存
す
る
た

め
、
保
存
区
域
を
拡
大
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

将

軍

塚

古

墳

籠
第１

撃

ｕ

観
測
麟
鮮
鮮

対

ノ必

こ
の
古
墳
は
、
善
光
寺
平
の
西
南
部
、
篠

ノ
井
市
下
石
川
（
旧
更
級
郡
川
柳
村
下
隔
Ｕ

背
後
の
山
腹
、
字
オ
オ
ヒ
ラ
に
あ
る
。
こ
こ
は
、
標
高
三
六
〇
房
の
下
石
川

部
落
の
水
田
地
帯
か
ら
、　
つ
ま
先
き
上
が
り
に
四
七
〇
肝
ほ
ど
登
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
平
ら
か
ら
み
て
お
よ
そ

一
〇
〇
房
ほ
ど
高
い
と
こ
ろ
に
位

置

す

る

わ
け
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
の
北

々
東
な
お

一
房
上
が
つ
た
と
こ
ろ
に
、
前
方
後
円
墳
と
さ
れ
る
姫
塚
が
あ
り
、
ま
た
、
東
方
や
や
降
つ
た
山
の
背
に
円
墳
数
基
が
並

ん
で
い
る
。

川
柳
将
軍

塚
古
墳

り||

柳

第25図  上原遺跡石積
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′レ，

一
　

ル，

メ ”

一

ノ．

敵

一
散

め
に
、
周
温
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
困
難
で
あ

つ
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
古
墳
は
、
自
然
の
地
形
に
従

つ
て
南
々
西
か
ら
北
々
東
に
主

軸
を
お
く
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、
前
方
部
が
北
東
に
あ
る
。
全
長
約

九
二
房
、　
後
円
部
の
径
は
四
二
房
内
外
、　
前
方
部
の
長
さ
は
五
〇

房
、　
そ
の
前
端
の
幅
は
三

一
厨
で
あ
る
。

後
円
部
の
高
さ
八
豊
一〇

房
前
後
に
対
し
て
、
一別
方
部
の
高
さ
は
五
ｏ
五
〇
肝
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
後
円
部
の
径
に
比
し
て
前
方
部
が
長
く
、
か
つ
、
幅
が
狭
く
、

高
き
も
後
円
部
よ
り
は
る
か
に
低
い
。
前
方
後
円
墳
と
し
て
は
、
比

較
的
旧
い
型
式
を
備
え
て
い
る
。
地
形

一
般
や
、
そ
の
一
部
の
土
木

的
変
更
の
状
態
か
ら
考
え
て
、
こ
の
古
墳
の
造
営
は
お
よ
そ
次
の
よ

う
。
な
手
順
で
行
な
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

墳
丘
の
大
部
分
は
自
然
の
地
形
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

岡

に
北
東
部
と
西
北
部
と
を
瑚
断
し
て
概
彬
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
そ
の

融

中
央
の
辺
、
左
右
両
側
を
削

つ
て
続
部
を
整
え
、
こ
れ
ら
に
よ
つ
て
‘

跛

採
ら
れ
た
土
砂
を
墳
一
に
破
ん
だ
。
こ
と
に
、
西
北
部
に
は
深
い
池

姉

溝
を
う
が
つ
て
大
量
採
土
し
て
、
同
じ
く
積
み
つ
つ
前
方
後
円
形
に

軍鵬

整
備
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
。
し
た
が

つ
て
、
ぼ
う
・大
な
墳
丘
が
す
べ

り

て
盛
土

か
ら
な
る
の
で
は
な

い
。

こ
の
点
、
山
上
に
設
け
ら
れ
る
前

図孵

方
後
円
墳

の
多
く
と
槻
を

一
に
け
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、

こ
の
古

墳

は
、

周
涅

を
伴
わ
な

い
。
そ
れ
は
、
山
上
の
斜
面

に
造
営
す
る
た

墳
丘
造
築

に
大
量

の
土
砂
を
必
要
と
せ
ず
、
西
側
の
丘
陵
か
ら
切
断
し
、

第26図  川柳将軍塚古墳実測図(平面)
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西
北
に
大
穴
を
掘
つ
て
採
上
し
た
も
の
を
積
む
程
度
で
事
足
り
た
か
ら
、
周
涅
を
う
が
つ
て
積
土
を
求
め
る
に
及
ば
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、
西
北
に
残
？

て
水
を
た
た
え
る
池
満
は
、
周
涅
発
生
の
事
情
を
示
す
好
例
で
あ
つ
て
も
、
周
涅
の
一
部
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

墳
形
が
整
え
ら
れ
て
か
ら
採
上
の
際
割
取
つ
た
岩
盤
の
板
石
で
葺
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
上
表
に
積
ま
れ
た
土
砂
の
崩
壊
流
失
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
各
部
Ｌ

そ
の
形
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
ま
た
、
埴
輪
を
立
て
た
と
み
え
て
、
そ
の
断
片
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
墳
丘
の
規
模
に
比
し
て
、
必
ず
し
も
大
量
で
は
な
か
つ

た
よ
う
で
あ
る
。
墳
丘
全
体
に
わ
た
り
、
何
段
か
に
巡
ら
さ
せ
た
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
。
さ
ら
に
墳
上
で
し
ば
し
ば
土
師
器
の
細
片
を
み
る
が
、
そ
の
意
義
も
明

ら
か
で
な
い
。

墓
室
は
、
江
戸
時
代
に
す
で
に
地
人
の
手
で
開
か
れ
て
、
各
種
の
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
た
が
、
後
に
明
治
二
六
年
ご
ろ
ふ
た
た
び
発
掘
さ
れ
て
完
全
に
破
壊
さ
れ
‐

た
。
今
は
ほ
と
ん
ど
旧
態
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
墓
室
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
六
年
こ
ろ
の
発
掘
の
事
情
を
知
つ
た
故
老
か
ら
聞
い
て
森
本

六
雨
氏
が
書
い
た
『
川
柳
村
将
軍
塚
の
研
究
柴
昭
和
四
年
）
に
よ
つ
て
、
そ
の
大
要
を
う
か
が
う
よ
り
ほ
か
に
方
法
が
な
い
。
以
下
は
、
同
書
の
記
載
に
従
つ
た
。一
ワて

れ
に
よ
る
と
、
墳
丘
の
主
軸
線
上
の
、
後
円
部
お
よ
び
前
方
部
に
、
お
の
お
の
一
つ
ず

つ
の
竪
穴
式
石
室
が
設
置
し
て
あ
つ
た
。
後
円
部
の
石
室
は
、
長
さ
五
・四
〇

―
六
上
一〇
房
曾
一、
四
間
）、　
幅
約

一
・
八
〇
房
り

間
）
で
あ
つ
た
。

安
山
岩
の
割
石
を
小
日
積
に
し
て
造
つ
て
あ
つ
た
。

そ
し
て
、
大
平
石
数
枚
で
ふ
た
し
て
あ
つ

た
。
室
内
に
朱
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
た
。　
石
室
の
外
側
は
、　
川
原
石
を
つ
め
て
固
め
て
あ
つ
た
。　
さ
ら
に
、
そ
の
外
部
を
粘
土
で
厚
く
包
ん
で
あ
つ
た
と
い
う
。

前
方
部
の
石
室
も
ま
た
、
後
円
部
の
石
室
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
構
造
に
造
ら
れ
て
い
た
。　
し
か
し
、
規
模
は
小
さ
か
つ
た
。
長
さ
二
・七
〇
房
（九
尺
）
以
内
、
幅
約

一

二
〇
厨
（四
尺
）
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
両
室
と
も
に
ヽ
江
戸
時
代
に
お
け
る
発
掘
に
よ
つ
て
副
葬
品
の
大
部
分
が
取
去
ら
れ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
や
配
置
な
ど
に

つ
い
て
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
０
石
室
の
用
材
Ｑ
多
く
は
、
明
治
年
間
部
落
に
運
ば
れ
、
橋
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
益
石
の
一
つ
と
称
せ
ら
れ
，

る
大
板
石
は
、
現
在
も
な
お
下
石
川
の
南
沢
将
男
氏
宅
の
庭
に
横
わ
つ
て
い
る
。
さ
て
、
以
上
は
森
本
氏
の
聞
書
き
で
あ
る
が
、
も
し
こ
れ
に
誤
り
が
な
い
と
す
れ
，

ば
、
こ
の
古
墳
に
は
後
円
部
お
よ
び
前
方
部
に
割
石
小
日
積
み
の
竪
穴
式
石
室
が
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
古
墳
は
、
墳
形
の
示
す
と
こ
ろ
と
ヽ

相
応
じ
て
前
期
古
墳
の
制
を
伝
え
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

江
戸
時
代
に
土
地
の
人
々
が
発
掘
し
発
見
し
た
副
葬
品
の
多
く
は
、松
代
藩
に
引
上
げ
ら
れ
た
が
、
明
治
五
年
廃
藩
に
当
た
つ
て
同
藩
よ
り
地
元
に
返
却
さ
れ
、そ
¨

れ
以
来
上
石
川
の
布
施
神
社
に
保
管
さ
れ
て
今
日
に
至
つ
て
い
る
。
そ
う
し
た
移
動
の
間
に
散
逸
し
た
り
、
ま
た
、
他
の
古
墳
出
土
品
が
混
入
し
た
り
す
る
こ
と
が
・

し
ば
し
ば
あ
つ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
今
確
実
な
副
葬
品
目
録
を
二
石
室
別
に
つ
く
る
こ
と
は
至
難
で
あ
％
「
『

・
信
濃
奇
勝
録
』
巻
之
五
に
し
る
さ
れ
た
埓
軍
塚
出
上

川
柳
将
軍
塚
古
墳
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史
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品
の
品
目
は
、
お
よ
そ
そ
の
全
体
を
伝
え
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
し
て
も
金
銀
餞
の
よ
う
に
、
他
の
造
物
に

マ
ツ
チ
し
な
い
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
い
ぜ
ん
疑
間
を
い
だ
か
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
様
な
疑
間
は
森
本
氏
も
、

『
信
濃
考
古
綜
覧
』
の
編
考
も
、
と
も
に
い
だ
い
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
と
に
後
者
は
、
墳
形
、
墓
室
の
構
造
に
見
合
う
副

葬
品
と
し
て
、

「
瑶
職
製
の
コ
の
字
形
勾
玉
を
除
く
玉
類
の
一
部
、
碧
玉
製
異
形
品
、
銅
鏃
、
筒
形
銅
器
、
車
輪
石
、

軸
形
石
製
品
、
棒
状
鋼
製
品
等
を
挙
げ
…
…
具
体
字
日
月
銘
内
行
花
文
鏡
…
は
暫
く
描
く
と
し
て
、
変
形
四
獣
鏡
も
、

或
は
算
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
鉄
剣
、
鉄
刀
な
ど
も
加
え
て
、
ほ
ぼ
従
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
古
墳
は
、
山
上
に
築
造
さ
れ
た
こ
と
、
後
円
部
に
比
し
て
前
方
部
が
長
く
低
目
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
、

後
円
部
お
よ
び
前
方
部
に
割
石
小
日
積
み
の
竪
穴
式
石
室
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
副
葬
品
に
碧
玉
製
品
、
青
鋼
製

品
を
含
み
、
玉
類
に
硬
玉
製
勾
玉
、
熟
玉
製
細
長
管
玉
を
含
み
、
鏡
鑑
の
内
に
内
行
花
文
鏡
、
獣
文
鏡
を
含
む
な
ど
の

事
実
か
ら
、
本
邦
古
墳
中
古
制
に
従
う
と
こ
ろ
濃
厚
な
も
の
が
あ
り
、　
一
般
に
唱
え
ら
れ
る
前
期
古
墳
の
相
ぼ
う
を
呈

す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
の
古
墳
の
築
造
が
、
い
わ
ゆ
る
前
期
末
か
ら
中
期
初
ま
で
と
み
て
、
紀
元
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
の
間
に
営
ま

れ
た
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
今
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
限
り
で
は
、本
県
内
に
お
け
る
最
古
の
古
墳
と
す
べ
く
、
し
か
も
、前
期
的
古
式
墳
の
東
北
限
に
位

置
す
る
も
の
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
遺
跡
と
さ
れ
る
。
た
だ
惜
し
い
こ
と
に
、
石
室
が
壊
滅
し
、
副
葬
品
の
不
明
に
な
つ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
点
で
あ
る
。

副
葬
品
に
つ
い
て
は
、
今
後
な
お
い
つ
そ
う
考
究
す
べ
き
余
地
を
残
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の

一
例
を
掲
げ
て
後
の
考
察
の

一
助
と
し
ょ
う
。
第
２８
図
の
銅
鏃

は
、
川
柳
将
軍
塚
出
土
と
伝
え
、
松
代
町
の
某
氏
か
ら
米
山

一
政
氏

へ
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
信
濃
奇
勝
録
』
は
、　
一
七
本
の
銅
鉱
が
発
見
さ
れ
た
む
ね
を

じ
る
し
、
内

一
つ
を
図
し
て
「
長
二
寸
計
、　
幅
九
分
計
、　
込
七
分
計
」
と
注
し
て
い
る
が
こ
れ
は
そ
の
図
と
概
形
を
等
し
く
す
る
ｃ　
い
わ
ゆ
る
横
錦
鋒
式

の
端
整
な

品
で
、
全
長
八
付
炉
公
一寸
六
分
）
、
業
部
幅
三
付
ｙ
弱
（九
分
）、
茎
長
二
■
■
に
気
七
分
）
で
あ
る
。
『
信
濃
奇
勝
録
』
の
そ
れ
と

等
大
で
あ
る
。
川
柳
将
軍
塚
出
土
品

た
る
こ
と
疑
う
余
地
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
世
に
隠
れ
た
遺
品
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
、
川
柳
将
軍
塚
の
性
格
を
明
確
に
し
、
本
県
古
代
史
の
解
明
を
充
分
な
ら
し
め

る
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

I餞1響1彎瞥撃IPり警||||1押 1騨li彎 :|||::||
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所
在
地
　
埴
科
郡
松
代
町
字
有
楽
町

ら毛
　
臆
り

（図
版
第
２４
１
２５
・
附
録
第
５‐
図
参
照
）
　

　

交
　
通
　
信
越
線
長
野
駅
下
車

バ

ス

屋
代
駅
下
車

電
車

佐
久
間
象
山
宅
跡
は
、
象
山
剌
叱
ほ
錢
の
東
の
ふ
も
と
に
あ
る
。
こ
こ
は
象
山
神
社
の
西
南
に
隣
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

象
山
は
、
幼
名
を
啓
之
助
、
長
じ
て
名
を
啓
、
字
を
子
明
と
い
い
、
通
称
を
修
理
と
称
し
た
。
象
山
漱
知
識
腑
蛹
嘴
”
憂
』
摯
酬
い
か
が
ｔ
は
そ
の
号
で
あ
る
。
文
化
八
年

〓
、

´
“

ハ

４

　
　

　

　

　

　

　

れヽ

晰

爪

〔

二
月

一
一
日
、　
松
代
藩
士
佐
久
間

一
学
（詳
を
国
善
、
神
渓
と
号
し
た
）
の
長
』

子
と
し
て
、
こ
こ
に
生
れ
た
。
象
山
は
生
れ
て
頴
悟
俊
敏
、
幼
年
で
藩
老
．́

鎌
原
桐
山
に
経
書
を
、
町
田
源
左
衛
門
に
算
数
を
学
ん
だ
が
、　
一
五
歳
の

と
き
易
学
に
心
を
ひ
そ
め
、
学
業
大
い
に
進
み
、
二
〇
歳
の
と
き
、
藩
ょ

り
学
業
勉
励
を
も

つ
て
賞
せ
ら
れ
た
。　
天
保
二
年
一頚

父
の
家
督
を
つ

ぎ
、
藩
主
真
田
幸
貫
に
仕
え
た
が
、
天
保
四
年
一訳
遊
学
を
許
さ
れ
て
汀
Ｆ

戸
に
出
で
、
佐
藤

一
斉
の
間
に
入
つ
て
学
ん
だ
。
天
保
七
年
一萩
正
月
帰
藩

し
て
か
ら
は
、毎
月
二
回
城
内
に
経
書
を
講
義
す
る
か
た
わ
ら
、有
楽
町
の

自
宅
に
お
い
て
塾
を
開
き
、
講
書
お
よ
び
武
芸
の
師
範
を
し
て
藩
の
子
弟

を
教
授
し
た
。
天
保
八
年
五
月
、
学
制
意
見
書
を
草
し
て
藩
老
矢
沢
監
物

に
建
白
し
、
始
め
て
政
治
的
活
動
を
行
な
つ
た
が
、
天
保

一
〇
年
一一欣
ふ
た
，

た
び
江
戸
に
遊
学
し
て
、
家
塾
象
山
書
院
を
開
き
、
天
下
の
名
士
と
交
わ
¨

り
、同

一
二
年
幸
貫
が
幕
府
の
老
中
と
な
る
に
際
し
て
江
戸
常
詰
ど
な
り
、

弘
化
三
年
時
想
松
代
に
帰
る
ま
で
八
年
の
間
、
幸
貫
の
顧
間
と
し
て
、
欧
州
‘

諸
国
の
事
情
を
考
究
し
て
海
防
の
事
を
論
じ
た
。　
ま
た
、
西
洋
砲
術
島
Щ

学
・西
洋
医
学
を
勉
学
す
る
か
た
わ
ら
、
ガ
ラ
ス
の
製
法
・硝
石
の
製
造
等

め
人

■
に
∴

Ｌ
』
Ｆん

呵

口
■
％
ュ
ふ

ェ
門

佐
久
間
象
山
宅
跡

一　
ヽ

′一鯛

…
佐久問象ム屋敷略図
縮 尺

軽ヽ ・ど 刈

くミつミまく Tヽ
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長
野
県
史
跡

に
没
頭
し
た
。
帰
藩
後

は
、
有
楽
町
の
住
宅
は

住
居
に
堪
え
な
い
と
し

て
、
住
宅
を
そ
の
ま
ま

と
し
、
藩
に
請
う
て
伊

勢
町
の
御
使
者
屋
敷
を

借
り
て
住
居
し
た
。

宅
跡
は
、
象
山
の
曽

メ枠炉

祖
父
三
左
衛
門
国
品
が

図

始
め
て
真
田
家
に
仕
え

獅

た
と
き
、
藩
よ
り
与
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

宝
暦
年
間
の
松
代
藩
士
屋
敷
割
図
に
は
、
佐
久
間
彦
兵
衛
屋
敷
と
な
つ
て
い
て
、
西
面

一
四
間
二
尺
、
北
面
三
二
間
三
尺
、
東

一
五
間
四
尺
、
南
面
二

一
間
四
尺
、

総
坪
三
三
〇
坪
と
な
つ
て
い
る
。

象
山
が
住
居
し
た
こ
ろ
は
、
四
方
に
土
塀
を
回
ら
し
て
、
南
面
中
央
よ
り
や
や
東
寄
り
に
表
間
が
建
ち
、　
西
面
中
央
に
裏
間
が
あ

つ
た
。　
こ
の
内
に
住
宅
・学
門

所
・槍
剣
術
道
場
・真
田
幸
貫
の
体
憩
所
・硝
石
製
造
原
土
置
場
が
あ

つ
た
。　
ま
た
、
裏
間
の
両
脇

に
長
屋
二
棟
が
あ
つ
た
。

す
な
わ
ち
表
間
を
入
つ
た
右
手
に
、
幸

貫
が
象
山
の
屋
敷
に
お
も
む
い
た
際
に
使
用
し
た
七
間
四
方
の
休
憩
所
が
あ
つ
た
。　
こ
の
北
に
東
西
五
間
半
、　
南
北

三
間
半

の
茅
葺
の
母
屋
が
あ

つ
た
。
母
屋
は

南
・東
・
北
に
九
〇
付
〆
Ｃ
一尺
）
は

ど

の
廻
縁
を
つ
け
て
あ

つ
た
。
そ
し
て
北
に
六
畳
間
二
つ
、
南
に
八
畳
間
二
つ
が
並
ん
で
い
た
。
ま
た
、
母
屋
の
西
庇
に
、
南

に
玄
関
、
北
に
続
い
て
勝
手
が
あ

つ
た
。
さ
ら
に
、
勝
手

口
近
く
に
丼
戸
が
あ

つ
た
。
表
間
の
左
手
の
道
路
際
に
、　
一
学
が
卜
伝
流
の
剣
槍
術
を
教
授
し
た
東
西

一

〇
間
、
南
北
四
間
の
道
場
が
あ

つ
た
。
ま
た
、
道
場
と
母
屋
の
間
に
、
二
間
に
二
間
半
の
学
問
所
が
あ

つ
た
。
裏
門
両
脇
の
長
屋
は
、
南
は
二
間
に
四
間
半
、
北
は

二
間
に
三
間
の
も
の
で
あ

つ
た
。
こ
れ
に
、
東
に
二
間
の
角
屋
が
あ

つ
た
。
ま
た
、
硝
石
製
造
原
土
置
場
は
、
三
間
に
四
間
で
、
屋
敷
の
東
北
の
隅
に
あ

つ
た
。
さ

ら
に
長
屋
と
原
土
置
場
の
間
は
、
東

に
竹
や
ぶ
、
そ
れ
に
続
い
て
野
菜
場
が
あ

つ
た
。
こ
の
竹
や
ぶ
お
よ
び
野
菜
場
は
隣
家
大
川
才
兵
衛
に
貸
し
て
お
い
た
。
象
山

第30図  生誕地の碑
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は
ち
つ
き
よ
居
中
こ
の
取
り
も
ど
し
を
は
か
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
し
か
し
、
元
治
元
年
象
山
が
京
都
に
お
い
て
刺
客
に
た
お
れ
、
居
宅
も
藩
に
取
上
げ
ら
れ
、
同

藩
士
で
剣
道
師
範
役
の
中
沢
源
蔵
に
与
え
ら
れ
た
際
、
そ
の
ま
ま
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
よ
う
で
あ
る
ｐ

象
山
の
居
宅
は
、
廃
藩
後
、
さ
ら
に
所
有
者
を
異
に
し
た
が
、
い
つ
か
心
な
い
人
の
手
に
よ
つ
て
取
り
こ
わ
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
屋
敷
は
大
正
三
年
、
有
志
に
よ

つ
て
松
代
町
に
寄
附
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
象
山
先
生
誕
生
地
と
刻
ん
だ
石
碑
を
建
設
し
て
、
そ
の
遣
跡
を
保
存
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
現
在
は
松
代
町
所
有
の
公
因

地
と
な
つ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

近
年
、　
南
・西
両
面
の
道
路
添
え
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塀
を
築
き
、
北
に
杉
垣
を
植
え
て
宅
跡
の
保
存
を
講
じ
た
が
、
唯

一
の
遣
物
で
あ
る
井
戸
を
埋
め
、
そ
の

井
戸
の
枠
を
東
北
の
隅
に
移
し
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

宅
跡
と
し
て
の
指
定
区
域
は
別
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

現
在
、
長
野
県
教
育
委
員
会
・松
代
町
教
育
委
一員
会
が
、　
宅
跡
の
南
側
中
央
に
象
山
の
住
宅
当
時
の
屋
敷

図
に
添
え
て
、
説
明
板
を
設
け
、　
一
般
観
覧
者
の
た
め
旧
跡
を
し
の
ぶ
こ
と
の
で
き
よ
う
に
設
備
し
て
あ
る
。

栗

林

遺

..跡
（
図
版
第
２６
１
器
・附
録
第
５９
図
参
照
）

中
野
市
栗
林
の
部
落
の
中
心
か
ら
そ
の
東
北
方
に
か
け
て
、　
弥
生
関
係
の
遺
物
が
散
布
し
て
い
る
。　
こ
の
遺
跡
に
始
め
て
着
日
し
た
の
は
、　
神
田
五
六
氏
で
あ
・

つ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

一
角
で
カ
ワ
ラ
製
造
用
の
粘
土
が
採
掘
さ
れ
る
際
、
多
数
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
事
実
を
知
り
、
出
土
遺
物
を
収
集
し
た
こ
と
に
端
を
発

し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
遺
物
に
つ
い
て
は
、　
同
氏
に
二
編
の
報
文
が
あ
る
。

「
信
濃
栗
林
の
弥
生
式
石
器
‐醗
粘
洋
聯
豚
識
釧
年一．
お
よ
び

「
北
信
濃
栗
林
の
弥
生
式
土
器
Ｌ

銅
猛
略
和．し峯
一．第牲
で
あ
る
一　
こ
の
二
編
の
報
文
に
よ
つ
て
、
栗
林
遺
跡
の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
が
、
こ
と
に
、
同
所
発
見
の
弥
生
土
器
に
対
し
て
、
森
本

六
雨
・藤
森
栄

一
両
氏
等
が
栗
林
式
の
名
を
与
え
る
に
及
ん
で
、
ン」
の
遺
跡
は
時
代
の
脚
光
を
浴
び
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
「

．
こ
ん
ど
県
史‐
跡
と
し
て
指
定
し
た
の
は
、
別
語
の
範
囲
で
、
東
配
紅
三
六
〇
ｙ
，
一南
北
お
よ
そ
八
五
瀞
に
わ
た
る
長
方
形
を
な
す
部
分
、　
お
よ
そ
三

一
、〇
二
〇
Ｌ

平
方
腐
（九
、
四
〇
〇
坪
）
の
地
籍
で
あ
る
。
そ、
の
大
部
分
は
¨
ン
ゴ
畑
に
■
，
て
い
る
ｒ
字
北
原
の
北
西
側
は
…・、

高

・
さ
三
レ
内
外
の
だ
ケ
地
で
、
そ
の
下
は
千
曲
川
の

栗
林
遺
跡

所
在
地
　
中
野
市
大
字
栗
林
字
北
原

一父
　
通
　
長
野
電
鉄
信
州
中
野
駅
下
車

バ
ス



長
野
県
史
跡

旧
河
道
と
み
ら
れ
る
が
、
現
在
畑
地
と
な
つ
て
い
る
。
ま
た
、
南
側
は
、
こ
こ
よ
り
や
や
低
い
水
田
地
帯
で
あ
つ

て
、
東
寄
り
を
宇
堤
下
、
西
寄
り
を
字
清
水
尻
と
呼
ん
で
い
る
。　
こ
の
よ
う
な
現
在

の
地
理
的
状
態
は
、　
弥
生
文

化
時
代
に
お
い
て
み
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。　
す
な
わ
ち
、　
北
原
地
籍

一
帯
は
、　
比
較
的
乾
燥
し
て
お
つ
た

か
ら
集
落
立
地
に
適
し
、
そ
の
前
面
の
堤
下

・
清
水
尻
は
、
湿
地
帯
、
あ
る
い
は
沼
地
で
あ
つ
て
、
水
田
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
北
原
に
当
時
の
集
落
が
あ

つ
た
こ
と
は
、
後
述
の
事
実
か

ら
疑
う
余
地
が
な
い
。
そ
の
前
面
が
当
時
水
田
に
利
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
そ
の
地
の
発
掘
を
行
な
え
ば
明
ら

か
に
な
ら
う
。
北
側
の

一
段
低
い
畑
地
と
な
つ
て
い
る
場
所
は
、
当
時
あ
る
い
は
蛇
行
し
た
千
曲
川
が
ゆ
る
や
か

に
流
れ
て
お
つ
た
か
、
ま
た
は
川
筋
は
西

へ
移

つ
て
そ
の
枝
川
が

一
種
の
滞
水
地
を
形
成
し
て
お
つ
た
か
、
ど
ち

ら
か
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
後
者
の
状
態
で
あ

つ
た
と
す
れ
ば
、
こ
こ
も
ま
た
、
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
ら
う
。

神
田
氏
が
最
初
に
遺
物
に
注
意
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
北
原
の
東
寄
り
で
採
土
さ
れ
た
際
で
あ
ら
う
。
こ
の
地

で
発
見
さ
れ
た
弥
生
土
器
の
破
片
を
、　
神
田
・藤
森
両
氏
が
六
類
に
分
か
ち
、　
そ
の
内
第

一
類
か
ら
第
三
類
ま
で

を
栗
林
式
と
呼
称
し
た
の
で
あ

つ
た
。
長
野
県
教
育
委
員
会
は
昭
和
二
三
年

一
一
月
に
小
野
勝
年
ｏ坪
井
清
足
・検

山
浩

一
の
諸
氏
に
嘱
し
て
栗
林
遺
跡
の
一
部
を
発
掘
し
た
。　
こ
の
発
掘
で
は
、　
遺
跡
の
中
央
を
ほ
ぼ
東
西
方
向
に
八
〇
房
、　
さ
ら
に
、　
こ
れ
と
直
角
に
南
北
方
向

に
三
〇
房
の
試
掘
溝
を
掘
り
、
前
者
を
第

一
ト
レ
ン
チ
、
後
者
を
第
ニ
ト
レ
ン
チ
と
し
た
。
な
お
、
第

一
ト
レ
ン
チ
の
西
端
か
ら
西
へ
約
九
〇
房
、
ガ
ケ
側
に
発
掘

坑
Ｌ
区
を
設
け
た
。
そ
の
結
果
、
第

一
ト
レ
ン
チ
の
西
端
Ｄ
区
と
、
第
ニ
ト
レ
ン
チ
Ｅ
区
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
竪
穴
住
居
跡
を
発
見
し
た
。
後
者
は
耕
地
の
つ
ご
う
で

全
掘
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
出
土
遺
物
も
多
少
の
上
器
破
片
を
え
た
だ
け
で
あ
つ
た
。
Ｄ
区
の
竪
穴
は
、

東
西
径
五
上

六
ｙ
、
南
北
径
四
ｏ
五
九
ン
の
不
正
円
形
に
掘
ら
れ
、
壁
高
の
判
然
す
る
部
分
で
は

一
〇
付
′
あ
つ
た
。
中
央
に
方
形
の
浅
い
穴
炉
が
あ
り
、
こ
れ
を

め
ぐ
つ
て
大
小

一
七
の
柱
穴
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
周
壁
上
に
も
大
小

一
七
の
柱
穴
が
並
ん
で
い
た
。
壁
の
す
そ
に
は
南
側
を
除
い
て
周
溝
が
め
ぐ
つ
て

い
た
。
竪
穴
の
北
東
隅
は
、
扇
形
に
一
段
深
く
掘
ら
れ
、
そ
の
深
さ
は
床
面
か
ら
二
〇
付
〆
ほ
ど
で
あ
つ
た
。
炉
の
東
側
の
床
面
は
、
著
し
く
焼
け
、
そ
こ
に
焼
け

た
丸
太
や
木
炭
片
が
多
か
つ
た
と
い
う
。
竪
穴
内
床
面
に
要
二
、
壷
口
頸
部

一
、　
へ
ん
ぺ
い
片
刃
石
斧

一
、
そ
の
西
壁
部
に
壷

一
が
あ
つ
た
。

以
上
の
二
戸
の
竪
穴
の
ほ
か
、
柱
穴
・溝
・炉
跡
・敷
石
・石
積
な
ど
が
、
試
掘
溝
内
各
所
で
発
見
さ
れ
た
が
、
ま
と
ま
り
を
も
つ
た
遺
構
と
し
て
、
相
互
の
関
係
を

第32図 栗林遺跡
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明
ら
か
に
す
る
に
は
至
ら
な
か
つ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
れ
と
と
も
に
、
随
所
に
土
器
や
石
器
が
散
在
し
て
お
つ
た
か
ら
、
北
原
の
地
が
弥
生
時
代
の
集
落
踏

を
埋
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
地
か
ら
発
見
さ
れ
る
遺
物
に
は
、
北
信
の
弥
生
文
化
初
期
の
様
相
を
示
す
の

に
じ

ゆ

う

ぶ
ん
な
も
の
が
多
々
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
弥
生
土
器
に

は
、　
細

頸

の
壷
・広
日
の
発
・鉢
の
類
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、装
飾
文
が
施
さ
れ
た
り
、鉄
丹
が
塗
ら
れ
‐

た
り
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
に
は
台
付
の
変
、
甑
、
壺
の
益
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
い
づ
れ
も
、
栗
林
式
、
も
し
く
は
そ
れ
と
前
後
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

と
に
、
Ｄ
区
か
ら
発
見
さ
れ
た

一
壷
に
は
、
注

目
の
欠
失
し
た
あ
と
を
の
こ
す
も
の
が
あ

つ
た
。
こ
の
よ
う
に
、弥
生
土
器
と
し
て
稀
有
な
注

目
土
器
が
発
見
さ
れ
た
，

こ
と
は
、
特
筆
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
坪
井
氏
等
が
異
形
土
器
と
し
た
土
器
は
、
そ
の
形
が
特
異
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
装
飾
文
が
、
細
Ｆ

文
晩
期
の
亀
ケ
岡
式
上
器
の
文
様
に

一
脈
相
通
ず
る
ら
し
き
点
が
あ
つ
て
、
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
土
製
品
と
し
て
ま
ん
じ
ゆ
う
形
の
紡
錘
車
の
半
割
品
が
あ
る
こ

と
も
、
見
の
が
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

石
器
が
、
質
量
と
も
に
豊
富
な
点
も
ま
た
、
栗
林
遺
跡
が
、
北
信
の
同
期
遺
跡
の
特
性
を
端
的
に
示
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
Ｄ
区
竪
穴
内
で
発
見
さ
れ
た

閃
緑
岩
質
大
形
扁
平
片
刃
石
斧
は
手
斧
の
刃
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
栗
林
か
ら
は
す
で
に
同
種
の
大
小
石
器
が
多
数
採
集
さ
れ
て
い
る
。
発
掘
中
に
破
片
を
含

せ
て
四
本
分
発
見
し
た
太
形
磨
製
石
斧
は
、
閃
緑
岩
製
で
、
割
断
に
適
す
る
蛤
刃
と
、
ず

つ
し
り
し
た
体
を
も

つ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
に
も
二
〇
数
本
採
集
さ
れ
て

い
る
と
い
う
が
、
斧
の
刃
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
発
掘
中
に
は
え
ら
れ
な
か
つ
た
が
、
ほ
か
に
小
形
の
方
柱
状
片
刃
石
斧
も
ま
た
、
何
個
か
採
集
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
中
に
は
、
盤
の
刃
と
み
る
べ
き
も
の
も
あ
る
。
Ｄ
区
竪
穴
内
で
半
折
し
た
石
庖
丁
が
出
土
し
た
。
石
庖
丁
の
破
片
は
、
他
に
も
数
点
採

集
さ
れ
て
い
る
。
櫛
形
の
も
の
と
杏
仁
形
の
も
の
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
稲
穂
を
摘
む
爪
鎌
で
あ
る
。
ま
た
、
磨
製
石
鏃
が
十
数
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
一

は
、
磨
製
石
鏃
の
系
統
や
年
代
を
考
え
る
う
え
に
、
重
要
な
資
料
を
提
供
し
た
も
の
と
い
え
る
。

玉
類
に
は
、
碧
玉
、
鉄
石
英
の
細
長
い
管
玉
、
こ磁
慕
震
小
形
勾
玉
、
鉄
石
英
・滑
石
の
丸
玉
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
管
玉
は
、
百
余
点
あ
る
。
そ
の

形
制
は
、
北
信
か
ら
北
陸
方
面
の
弥
生
遺
跡
に
多
く
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
古
墳
時
代
末
期
に
属
す
る
か
と
考

か
め

え
ら
れ
る
勾
玉
、
切
子
玉
、
そ
れ
に
土
師
器
の
饗
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
遺
跡
の
重
復
も
考
慮
さ
れ
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
こ
の
遣
跡
は
、
文
化
的
内
容
が
充
実
し
て
い
る
の
で
、
保
存
の
必
要
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
集
落
跡
の
前
後
の
地
に
、
水
田
が
開
か
れ
‐

た
か
ど
う
か
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
遣
跡
の
重
要
度
は
、
い
つ
そ
う
増
す
こ
と
で
あ
ら
う
。

栗
林
遺
跡
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図
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照
）

所
在
地
　
飯
山
市
大
字
飯
山
ｉ
九
官

交
　
通
　
飯
曲
線
飯
山
駅
下
車

恵
端
禅
師
旧
跡
の
正
受
庵
は
、
飯
山
市
上
倉
の
西
の
丘
陵
上
に
あ
る
。
こ
こ
は
、
飯
山
駅
か
ら
西
北
方
へ
約

一
・五
常
″

い
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
指
定
地
域
は
、
宅
地
・田
畑
・原
野
ｏ墓
地
を
含
む
七
〇
ア
ー
ル
公
一、
三

八
坪
）
で
、
地
域
内
に
本

堂
・茶
室
・宝
物
庫
・錆
一楼

禅^
堂
ｏ庫
裡
等

の
建
造
物
の
ほ
か
、
菓
帥
が
あ
る
。

恵
端
禅
師
の
旧
跡
と
い
う
の
は
本
堂
で
あ
る
。
本
堂
は
、
間
日
六
間
、
奥
行
四
間
の
茅
葺
Ｐ寄
せ
棟
・平
屋
の
建
造
物
で

あ
る
。
東
側
と
南
側
に
、
カ
ギ
の
手
に
九
〇
修
炉
含
更
）
幅
の
廊
下
が
取
り
付
け
て
あ
る
。
建
坪
は
、
八
九
上

平
方
房
公
一

七
坪
）
で
あ
る
。
内
部
の
須
弥
壇
の

一
部
に
改
造
を
施
し
た
ほ
か
は
、
だ
い
た
い
創
建
当
時
の
様
式
と
規
模
を
の
こ
し
て
い

る
。
境
内
の
景
致
と
も
よ
く
調
和
し
た
簡
素
な
建
¨

物
で
あ
る
。庭
園
に
は
、
一
立
石
を
配
し
た
古
池
を
」

め
ぐ
る
木
立
の
中
に
、
数
株
の
ト
ガ
が
茂
り
、
ま
‘

た
、
軒
端
に
は
、剣
ず
り
石
噺
軸
州
紅
ょ
の
水
石
時
洗
が
，

す
え
て
あ
り
、
恵
端
禅
師
が
住
庵
し
た
当
時
を
し

の
ば
せ
る
。
水
石
は
、
も
と
飯
山
城
内
の
茶
室
の

側
に
あ
つ
た
つ
藩
侯
松
平
氏
の
秘
蔵
の
も
の
で
あ
，

つ
た
が
、
禅
師
が
、
藩
侯
よ
り

一
寺
建
立
と
寺
領

二
百
石
寄
進
と
の
申
し
出
で
を
辞
退
し
た
代
償
に

与
え
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
、
正
受
庵
第

一
の
什
宝
一

で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ガ
の
老
樹
は
、
藩
侯
が
遠
江
‐

第33図 正受庵建物配置図(1;600)
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第 受庵本堂正面

正
受
庵

掛
川
に
移
封
の
際
、
か
た
み
に
拝
領
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
庵
の
西
岡
の
基
地
に
は
、　
１１１
受
庵
主
歴
代
の
基
碑
が

立
ち
並
ん
で
い
る
。
そ
の
中
の
忠
端
禅
師
の
墓
に
は
、
禅
師
の
六
〇
年
忌
に
東
嶺
和
尚
の
建
て
た
栽
松
塔
が
安
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
側
に
は
、
母
李
雪
尼
の
墓
碑
が
あ
る
。

禅
師
遺
愛
の
書
籍
は
、
「
開
山

―――
籍
目
録
」
は
趾
八
に
よ
る
と
、
臨
済
録
爽
山
妙

ヽ
騰
の
ほ
か
、
お
よ
そ

一
七
〇
余
種
が
あ

つ
た
。
い
ず
れ
も
貴
重
な
書
籍
で
、
中
に
は
禅
師
自
筆
の
書
き
込
み
の
見
ら
れ
る
も
の
も
あ

つ
て
、
そ
の
研
学
修
道
の
ほ

ど
は
敬
服
さ
れ
る
。　
し
か
し
今
日
は
、

庵
の
雨
漏
り
や
ネ
ズ
ミ
の
ふ
ん
。し
み
の
損
傷
に
よ
る
欠
本
の
た
め
、
五
三
種
が

あ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、　
老
人
の
遺
物
に
は
、　
開
山
遺
偶
ｏ開
山
像
ｏ
正
受
巷
号
・無
難
和
尚
像
・半
身
達
酔
・連
酔
大
師

名
号
・鐘
埴
。出
山
像
。蔵
葦
達
磨
・維
摩
居
士
等
が
あ
る
。

恵
端
禅
師
は
、
字
は
道
鏡
、
栽
松
翁
と
も
号
し
、
通
称
は
正
受
老
人
と
い
つ
た
。
寛
永

一
九
年
町
´
に
生
れ
た
。
母
は
、

松
代
藩
主
真
田
侯
の
侍
妾
で
、
事
情
が
あ

つ
て
飯
山

呻
／

城
主
松
平
遠
江
守
忠
供
に
養
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。　
一
九
才
の
と
き
、
藩
主
に
従

つ
て
江
戸
に
遊

学
し
、
至
道
晦
無
難
禅
師
に
つ
い
て
出
家
、
も

つ
ば

し
臨
済
の
禅
道
を
修
め
、
き
び
し
い
鉗
鎚
を
受
け
て

印

‐‐ｒ
を
与
え
ら
れ
た
。
二

一
■
の
と
き
諸
国
行
脚
に

旅
立
ち
三
年
ほ
ど
し
て
帰
庵
し
た
し
た
ま
た
ま
、庵
主

が
老
人
を
信
徒
に
よ
つ
て
新
築
さ
れ
た
東
北
■
の
住

持
に
す
す
め
よ
う
と
し
た
が
、
田
辞
し
て
一
六́
才
の

寛

文
六
年
』■
飯
山
に
り，１１
つ
た
。
城
主
松
平
忠
供
は
、

大
い
に
喜
び
、
老
人
に
つ
い
て
道
を
修
め
、
老
人
の

た
め
に
上
倉
の
西
岡
に
禅
庵
を
営
み
、
こ
れ
を
小
畝

山
正
受
禅
庵
と
名
，つ
け
た
。
そ
の
後
、
老
人
は
、
東

第35図  正受庵本堂平画1渕 (1,2oo,
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北
寺
に
相
弟
子
洞
天
が
住
職
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
ふ
た
た
び
無
難
禅
師
を
慕

つ
て
至
道
庵

に
お
も
む
き
、
師
の
死
ぬ
ま
で
師
事
し
た
。
し
か
し
、
三
五
才
の
と
き
飯
山
に
帰
り
、
飯
山
城
中
か

ら
母
を
迎
え
て
正
受
庵
に
住
ん
だ
。
そ
れ
よ
り
八
〇
才
導
鎌
肱
矢

〓
二

）で
死
ぬ
ま
で
四
五
年
間
、
藩

侯
か
ら
申
し
入
れ
の

一
寺
建
立
や
寺
領
寄
進
の
こ
と
も
謝
辞
し
て
、
ひ
た
す
ら
仏
道
に
精
進
を
傾
け

た
。　
こ
の
間
に
、　
自
隠
に
正
印
を
援
け
た
り
、　
ま
た
、　
宗
覚
・鏡
水
・紹
巌
に
印
記
を
与
え
た
り
し

た
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
小
庵
は
、
わ
が
国
臨
済
禅
の
興
隆
に
対
し
て
偉
大
な
存
在
で
あ

つ
た
。

本
堂
は
、　
弘
化
四
年
」
督
二
月
、

大
地
震
の
た
め
破
損
し
た
の
で
、　
同
年
八
月
改
築
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
同
庵
の
棟
札
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
規
模
等
は
、
だ
い
た
い
原
形
に

近
い
も
の
で
あ
る
。

境
内
ｏ墓
地
等
も
旧
観
を
そ
の
ま
ま
に
の
こ
し
て
、　
故
人
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。

こ
の
史
跡
の
保
存
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
別
記
の
地
域
・建
造
物
・遺
物
・遺
品
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
史
跡
の
中
核
を
な
す
建
造
物
は
、
本
堂

一
棟
で
あ
る
。
ま
た
、
遺
物
と
し
て
は
、
ト
ガ
、
水
石

を
中
心
と
し
た
遺
愛
の
閑
寂
な
庭
園
と
、
栽
松
塔
を
中
心
と
し
た
老
人
の
墓
地
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
遺
品
と
し
て
宝
物
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る

老
人
の
書
籍
・掛
軸
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

関
係
文
献
に
は
、
正
受
老
人
崇
仰
録
、
正
受
道
鏡
慧
端
奄
主
行
録
、
正
受
庵
由
来
記
、
当
庵
世
代
記
録
、
正
受
老
人
疇
都
芳
ヽ
栽
松
塔
銘
、
遠
羅
天
釜
、
霊
源

一
滴

社
寺
領
並
由
緒
、
飯
山
町
分
諸
色
指
出
帳
証
徳
、
正
受
老
人
を
看
よ
畦
戯
響

飯
山
町
誌
等
が
あ
る
。

第36図  栽林塔
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樋ひ

沢
の
ヒ

メ

バ

ラ

モ

ミ

（曖

ま

・類

湯

り

鬱

所
在
地
　
南
佐
久
郡
川
上
村
大
字
樋
沢
字
御
前
下

交
　
通
　
小
海
線
信
濃
川
上
駅
下
車

小
海
線
信
濃
川
上
駅
で
下
車
し
て
西
方

へ
五
〇
〇
房
く
ら
い
歩
く
と
樋
沢
に
つ
く
。
線
路
の
南
側
に
二
本
の
巨
木
が
た
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
樋
沢
の
ヒ
メ
バ
ラ

モ
ミ
翁
】８
”
〓
買
】日
０
ま
Ｒ
〓
”
ｕ
ｏ
同
じ

で
あ
る
。

ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
は
、
故
須
川
長
之
助
氏

に
よ

つ
て
、
　

一

で
、
胸
高

の
直
径

一
・
五
肝
余
り
に
達
す
る
喬
木

で
あ

る
。

多
小
下
向
し
て
そ
の
先
端
は
上
向
す
る
。　
一
年
生
枝
は
、
黄
褐
色

で
、
無
モ
で
あ
る
。
葉
は
、
線
形
、
先
端
は
や
や
劣
る
。
長
さ
は

一
付
ド
、　
幅
は

一
。
五
綺
―
、　
横
断
面
は
菱
形
ま
た
は
四
角
形
で

あ
る
。
球
果
は
、
無
柄
、
斜
に
下
垂
し
て
桁
円
状
筒
形
で
、
先
端

基
脚
と
も
に
丸
い
。
成
熟
期
は
十
月
上
旬
で
、
黄
褐
色
か
ら
褐
色

に
変
わ
る
。

（
　

八
ツ
岳
西
岳
旧
御
料
林
お
よ
び
南
佐
久
郡

の
国
有
林

と
民
有

一夕

林
、
さ
ら
に
、　
諏
訪
郡
・
上
伊
那
郡
戸
台
川
上
流
、　
そ
の
他
か
ら

ヒ

も
見
え
出
さ
れ
た
。

本
州
中
部
原
産
の
特
産
種
で
、　
海
抜

一
ゴ
一

鯛

○
○
肝
附
近
に
ま
れ
に
産
す
る
も
の
で
あ
る
。
分
布
が
狭
く
、
そ

第

の
う
え
、
個
体
数
が
少
な
い
の
で
、
大
切
に
保
護
し
、
学
術
的
研

樋
沢
の
ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ

八
六

一
年
に
富
士
山
麓
か
ら
発
見
さ
れ
た
マ
ツ
科
ト
ウ
ヒ
属
の
植
物
で
あ
る
。　
樹
高
は
四
〇
―
五
〇
肝

樹
皮
は
、
灰
褐
色
で
厚
く
、
鱗
片
状
に
刺
離
す
る
。　
樹
冠
は
、
円
錐
形
で
、　
老
樹
で
は
下
半
身
の
枝
が
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長
野
県
天
然
記
念
物
　
　
　
　
　
　
、

究
の
資
料
ど
し
た
い
。・本
種
は
分
類
上
困
難
が
多
い
も
の
で
あ
る
。
参
考
文
献
を
記
す
る
。
上
原
敬
二
著
「
樹
木
大
図
説
」
（財
期
鴻
鬱
●
大
井
次
三
郎
著
「
日
本
植
物
誌
」

筵
文
甦
）ｏ
岩
田
利
治
・草
下
正
夫
共
著
「
邦
産
糖
格
類
図
説
」
盛
標
¶
期
鰍
ご
、
杉
本
順

∵
著
「
日
本
樹
木
総
検
索
表
」
鍛
湖
雌
Ｙ
北
村
四
郎
著
「
，原
色

，日本
樹
木
図
説
」
簿
鷲
し
、

長
野
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
。
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，『
Ｆ
　
一

‐
■

卜
●
　
ｒ‐
Ｉ

¨

長

倉

の

ハ

ナ

ヒ

ョ

ウ

タ

ン

ボ

タ

群

落

図
版
第
３２
１
３‐
俯
録
第
レ
１
６．
図
参
じ

　

効
在
脚

鰍
雌
麒
酬
囃
跡
卿
刊
喝

様
ス倉

長
倉
の
ハ
ナ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
０
８
中８
８

〓
田
鼻
〓
〓
＞
悩
・）
は
、
軽
井
沢
町
の
写
赤
岩
と
、　
字
芹
ガ
沢
と
に
自
生
す
る
。　
赤
岩
の
も
の
は
、
信
越
線
中
軽
井
沢

駅
で
下
車
、
駅
前
か
ら
、
星
野
温
泉
行
き
の
バ
ス
で
終
点
ま
で
ゆ
き
、　
一
五
〇
房
ば
か
り
も
ど
つ
た
、
道
の
右
側
に
あ
る
。
ま
た
、
芹
ガ
沢
の
も
の
は
、
ィ中
軽
井
沢

駅
か
ら
、
西
武

バ
ス
千
ガ
滝
方
面
行
き
バ
ス
で
、
千
ガ
滝
西
区
入
り
日
ま
で
ゆ
き
、
千
ガ
滝
中
区
方
面
に
向
つ
て
二
五
〇
房
ほ
ど
行
つ
た
、釣
り
池
の
周
辺
に
あ
る
。

ハ
ナ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
は
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
ス
イ
カ
ズ
ラ
属
の
植
物
で
あ
る
。
や
や
湿
原
地
を
好
み
自
生
す
る
灌
木
性
の
植
物
で
あ
る
。
指
定
地
域
丙
に
は
、
根

周
り

一
房
余
り
、
高
さ
六
ｙ
に
達
す
る
も
の
が
あ
る
。
六
月
中
旬
淡
黄
白
色
、
ま
た
は
淡
紅
白
色
の
美
し
い
花
が
咲
く
。
鶏
果
は
、
は
じ
め
緑
色
で
あ
る
が
、
淡
黒

褐
色
に
変
わ
り
、
十
月
に
真
赤
に
熟
す
る
。
そ
し
て
、
落
葉
後
も
漿
果
は
落
ち
な
い
で
残
つ
て
い
る
。
限
を
う
ば
う
ば
か
り
の
美
し
さ
で
あ
る
。

本
種
は
、
古
く
地
質
時
代
に
ア
ジ
ア
大
陸
北
東
部
に
分
化
発
生
し
て
、
朝
鮮
・満
洲
・北
支
那
・ア
ム
ー
ル
・
ウ
ス
リ
ー
等
に
広
く
分
布
し
た
。
本
邦
に
お
い
て
は
、

大
陸
と
地
続
き
で
あ
っ
た
氷
河
時
代
に
は
、
北
海
道
か
ら
奥
羽
・関
東
・中
部
の
各
地
方
に
広
く
分
布
し
て
い
た
も
の
と
思
考
さ
れ
て
い
る
。
後
氷
期
に
な
つ
て
気
候

が
ふ
た
た
び
温
暖
に
な
る
と
、
低
地
の
気
候
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、生
育
の
場
所
が
少
な
く
な
つ
て
遺
存
し
た
。
現
在
、本
邦
で
は
岩
手
県
下
と
、
北

佐
久
郡
軽
井
沢
町
と
、
南
佐
久
郡
下
に
わ
ず
か
に
発
見
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
遠
く
不
連
続
な
隔
離
分
布
を
し
て
い
る
が
、
大
陸
で
は
今
な
お
、

朝
鮮
・満
洲
・北
支
那
・
ア
ム
ー
ル
・ウ
ス
リ
ー
等
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

本
種
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
植
物
分
類
地
理
学
上
稀
有
な
植
物
で
あ
る
ば
か
り
で
な
い
。
地
史
学
上
か
ら
も
わ
が
国
の
古
地
理
の
研
究
に
役
立
つ
種
で
あ
る
。
し

か
し
、
た
い
だ
い
不
便
な
と
こ
ろ
に
自
生
し
て
い
る
の
で
、
生
態
そ
の
他
の
研
究
に
役
立
つ
こ
と
が
少
な
か
つ
た
。
幸
い
軽
井
沢
の
自
生
地
は
交
通
が
き
わ
め
て
便
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利
な
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
学
術
的
研
究
に
も
好

つ
ご
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
比
較
的
個
体
数
が
少
な
く
、
滅
亡
の

一
途
を
た
ど
つ
て
い
る
の
で
、
じ
ゆ
う
ぶ
ん
保

護
の
手
を
さ
し
の
べ
る
よ
う
に
希
望
す
る
。

菅

平

の

ツ

キ

ヌ

キ

ソ

ウ

白

生

地

∩

版
尋

附
録
６５
１
“
図
参
慇

所
在
地
　
小
県
郡
真
田
町
大
字
長
字
十
ノ
原

交
　
通
　
信
越
線
上
田
駅
下
車

バ
ス

ジ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
∩
『】ｏ
∽″８
８

２
日
”ご
日

〓
＞
ｘ
ヨ
し
は
、
膏
平
と
呼
ば
れ
る
高
原
に
自
生
す
る
。
こ
こ
へ

上
田
駅
で
真
田
行
き
電
車
に
乗
り
替
え
、
終
点
真
田
駅
で
下
車
、
こ
こ
か
ら
国
鉄
バ
ス
菅
平
行
き
に
乗
―，
終

点
で
下
車
す
る
。　
一
つ
は
、
長
野
駅
前
か
い
膏
平
間
を
長
野
電
鉄
バ
ス
が
往
復
し
て
い
る
縦
晨
に
ξ
り
。　
一
つ

は
、
須
坂
か
ら
菅
平
間
を
長
野
電
鉄
バ
ス
が
往
復
し
て
い
る
蔽
一笛
ざ
り
。

ツ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
は
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
ツ
キ
ス
キ
ソ
ウ
属
の
植
物
で
あ
る
。
満
洲
・
ア
ム
ー
ル
・
ウ
ス
リ
ー
か
ら

本
邦
に
分
布
す
る
。

多
年
性
の
車
木
で
、　
七
〇
ド
Ｆ
え
九
〇
■

，
―
に
達
す
る
。　
わ
が
国
で
は
、　
明
治
三
〇

五
年
一
■
ハ
月
、　
故
小
山
海
太
郎
氏
に
よ
つ
て
、
長
野
県
南
佐
久
郡
北
牧
村

州
耐
晴
晰
里
牧
場
で
発

見

さ

れ

た
。　
そ
の
後
、　
上
高
井
郡
・諏
訪
郡
。小
県
郡
・埴
科
郡
・北
佐
久
郡

等

一
〇
数
力
所
の
自
生
地
が

見
つ
か
つ

た
。
さ
い
に
今
後
も
、
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
¨

牧
野
・根
本
両
氏
は
、　
そ
の
著
一
植
物
総
覧
」
に
帰
化
植
物
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。　
ま
た
、
奥
山
春
季
氏

は
、
長
野
県
産
の
も
の
か
、
本
来
の
自
生
品
か
ど
う
か
、
疑
間
が
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
久
内
清

孝
氏
は
、
そ
の
著
「
帰
化
植
物
」
に
文
献
に
は
明
ら
か
に
外
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
地
理
的
に
見
て
日
本
に

な
い
と
も
い
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ツ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
が
、
本
県
だ
け
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
と
、
上
田
藩

主

が
菅
平
に
薬
草
園
を
作
つ
た
と
い
う
盛
輝
橘
ヽヽの
Ｊ
」
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
こ
か
ら
逃
げ
出
し
た
で
あ
ろ
う
と
考

長
倉
の
ハ
ナ
ヒ
ヨ
ウ
タ
ン
ボ
の
群
落
　
菅
平
の
ツ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
自
生
地

の
交
通

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。　
一
つ
は
、
信
越
線第39図  ツキスキソウ
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長
野
県
天
然
記
念
物

え
る
向
き
も
あ
つ
た
。
し
か
し
、
近
年
植
物
分
類
地
理
学
の
進
歩
に
よ
つ
て
、
ツ
キ
ヌ
キ
ソ
ウ
と
同
じ
よ
う
な
分
布
型
を
示
す
北
方
系
要
素
の
植
物
が
本
県
に
多
い

こ
と
が
わ
か
つ
た
。

例
え
ば
、　
ヒ
メ
マ
ツ
カ
サ
ス
ス
キ
・オ
オ
エ
ゾ
サ
ン
ザ
シ
・
エ
ン
ピ
セ
ン
ノ
ウ
●
ハ
ナ
ヒ
ヨ
ツ
タ
ン
ポ
′
そ
の
他
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
思
い
合
せ

る
と
、
久
内
氏
の
説
の
よ
う
に
、
本
‥種
が
長
野
県
に
自
生
す
る
可
能
性
が
容
易
に
理
解
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

ア
ム
ー
ル
・ウ
ス
リ
ー
・満
洲
に
自
生
す
る
本
種
が
、

遠
隔
の
本
邦
中
部
の
わ
が
長
野
県
に
自
生
す
る
こ
と
は
、　
古
く
氷
河
時
代
大
陸
と
地
続
き
で
あ
つ
た
こ
ろ

に
、
大
陸
か
ら
本
邦
に

一
連
の
分
布
を
し
て
い
た
。
そ
れ
が
地
殻
の
変
動
に
よ
つ
て
、
あ
る
と
こ
ろ
は
海
中
に
没
し
、
あ
る
る
と
こ
ろ
は
気
温
の
変
化
に
順
応
で
き
¨

な
い
で
消
滅
し
て
、
こ
の
地
に
だ
け
遺
存
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

前
記
の
よ
う
に
、
県
下
に
は
ツ
キ
ヌ
ギ
ソ
ウ
の
自
生
地
が
多
い
が
、
比
較
的
便
利
で
容
易
に
学
術
上
の
参
考
と
な
る
の
で
、
こ
の
地
を
指
定
し
て
保
護
す
る
こ
と

と
し
た
。

‐‐森
鯵

神
　
社
　
社
　
叢

田
版■
３６キ
附．誘
価
参３
　
獅
在
脚
鮭
那
蠍
純
鮮
諺
枷

週
　
中
央
線
小
野
駅
下
車

薇
鯵
神
社
社
誘
は
、
中
央
線
小
野
駅
か
ら
北
方
約

一
祥
層
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、

徒
歩

一
〇
分
で
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。
塩
尻
か
ら
汽
車
で
小
野
に
向
う
途
中
に
善
知

鳥
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
る
と
ま
も
な
く
、
右
側
の
車
窓
に
森
が
見
え
る
が
、
こ
れ
が
社
叢
で
あ
る
。　
上
伊
那
郡
小
野
村
字
矢
彦
沢
と
塩
尻
市

北
小
野
字
頼
母
と
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
両
方
を
合
せ
る
と
三
六
、
一壬

〓
↑
四
平
方
房
２

一
、八
〇
〇
坪
）
と
い
う
大
き
な
面
積
と
な
る
。
全
く
の
平
坦
地
に
あ
つ
て
、

周
囲
に
は
民
家
が
あ
る
。

こ
の
社
叢
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
サ
ヮ
ラ
・
カ
ヤ
・
カ
ラ
マ
ツ
ｏ
モ
ミ
な
ど
の
針
葉
樹
と
、

ケ
ャ
キ
・
ク
リ
・
ハ
ウ
チ
ヮ
カ

エ
デ
・
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
ー
ヽ
ズ
ナ
ラ
・
コ
プ
シ
・
イ

チ
ヨ
ウ
な
ど
の
落
葉
潤
葉
樹
と
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、　
サ
カ
キ
・
エ
ノ
キ
●
カ
シ
ヮ
・
カ
ツ
ラ
ｏ
ケ
ン
ポ
ナ
シ
・
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
ｏ
ハ

ル

ニ‐
レ
●
ク
タ
ノ
ギ
・
ャ
マ
ウ
ル
シ
・
ス
ル
がで

ミ
ツ
デ
カ
舌
τ

ア
ヮ
ブ
キ
な
ど
が
交

つ
て
い
る
。　
こ
れ
ら
の
老
木
が
、　
う
つ
そ
う
と
茂

つ
た
典
型
的
な
混
交
林
で
あ

る
。
こ
の
ょ
，
な
社
叢
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
中
の
灌
木
類
」草
本
類
も
多
ぐ
、
ア
プ
ラ
チ
ヤ

ン
・
ツ
ル
ウ
メ
モ
ド
キ
・
コ
ク
サ
ギ
´
ガ
マ
ズ
ミ
■
ヽヽ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ
二
一
ガ
イ
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第40図  ビロウドシグのついたケヤキの老木
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で
き
る
。
こ
の
中
に
は
附
近
で
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
種
類
も
含
ま
れ
て
い
る
。
実
に
近
隣
の
植
物
全
部
合
せ
て
も
な
お
足
ら
な
い
と
い
う
ほ
ど
多
数
の
植
物
が
あ

つ
て
、
樹
木
合
せ
て

一
五
〇
種
に
も
及
ん
で
い
る
。

本
邦
中
部
地
方
の
植
生
は
、
古
い
時
代
に
は
こ
う
し
た
混
交
林
で
お
お
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
近
時
人
工
が
加
わ
つ
て
、
そ
の
姿
は

一
変
し
た
様
相
を
呈
し

て
い
る
。
し
た
が
つ
て
こ
の
社
叢
は
、
当
地
方
の
古
く
か
ら
の
天
然
林
の
遺
物
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
中
に
は
、
ビ

ロ
ウ
ド
シ
ダ

・
ノ
キ
シ

ノ
ブ
な
ど
着
生
し
た
老
木
も
交
え
て
い
て
、
古
い
時
代
の
林
相
そ
の
ま
ま
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
え
、

こ
の
平
坦
地
に

一
〇
、
○
○
○
坪
余
を
も
含
め
て

い
る
こ
と
は
、
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

矢
彦

・
小
野
神
社
社
叢
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高

速

の

コ
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ガ
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ザ

ク

ラ

樹

林
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高
速
の
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
樹
林
は
、
高
遠
公
園
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
占
め
て
い
る
。
高
遠
町
は
、
飯

田
線
伊
那
北
駅
か
ら
国
鉄
バ

ス
約
二
〇
分
で
ゆ
け
る
が
谷
敵
凛
一
噺
鍛
い
も
蠅
峨
四ノ、
い
漿
微
啜
じ
、　
公
園
は
、　
町

の
東
部
に
あ
た
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
二
〇
分
は
か
か
る
。
し
か
し
、
美
和
方
面
行
の
バ

ス
な
ら
ば

公
園
下
ま
で
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
公
園
は
、馬
場
町
、
厩
脇
町
、城
跡
を
含
め
て
二
七
・
八
〇
二
・五
平
方
房
（八
、
甲

一五
坪
）
あ
る
。
す

べ
て
町
有
で
あ
る
．
サ
ク
ラ
は
、
旧
藩
時
代
、
サ
ク
ラ
の
馬
場
に
あ

つ
た
も
の
を
、
明
治
五
年
に
い
つ
た

ん
伐
り
は
ら
つ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
そ
の
業
を
苗
木
と
し
て
、
同
八
年
に
第

一
回
の
植
樹
を
し
た
。
つ

づ
い
て
同

一
種
だ
け
を
補
植
し
て
今
日
に
及
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
す
べ
て
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
で
あ
る
。

そ
の
数
は
、　
五
〇
年
以
上
の
も
の
が

一
≡
一〇
本
余
、　
三
〇
―
五
〇
年
の
も
の
が

一
一六
〇
本
く
ら
い
あ

る
。
さ
ら
に
三
〇
年
以
下
若
木
を
合
せ
る
と
、
八
〇
〇
本
近
く
な
る
。
ほ
と
ん
ど
他
種
を
交
え
て
い
な

い
純
林
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
古
い
も
の
は
八
〇
年
以
上
の
老
齢
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
目
通
り
の

周
囲
二
厨
以
上
の
も
の
だ
け
で
も
、
二
〇
数
本
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
の
中
に
は
、
樹
勢
の
や
や
衰
え

て
き
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
今
、
若
返
り
の
処
置
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
花
の
つ
き
は
、
そ

う
悪
く
は
な
い
。

古
来
、
日
本
の
サ
ク
ラ
の
名
所
は
、
吉
野
山
・嵐
山
・岐
阜
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
と
こ
ろ
は
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
Ｑ
・Ｆ
日
”
∽鉾
民
”
四
ｕ
Ｊ

で
あ
る
。　
ま
た
、　
北
海
道
に
は

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
つ
あ
営
零
諄
〓

”
Ｕ
工
∪
Ｕ
”
）
、　
東

京
駄
は
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
（”

ｒ
”●
●
９

”̈●
●
■
日ｒ
Ｏ
∽
Ｚ

く
鶴
・
∽つ
ｏ
Ｏ
【８
”
〓
＞
囚
ＨＺ
ｏ
）

所
在
地
　
上
伊
那
郡
高
遠
町

交
　
通
　
飯
田
線
伊
那
北
駅
下
車

11.漱 i

第11図 開屹期のコヒガンデ クラ
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で
あ
る
。　
さ
ら
に
彼
岸
系
の
も
の
は
、　
仙
台
。東
京
・新
潟
・京
都
な
ど
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
つ
も
８
８
，

〓
＞
ｘ
Ｈ〓
・
ざ
”
日
Ｐ

あ
０８
８
３

ｏ
国
ヨ
じ
・
シ
ダ
レ
ザ

ク

ラ

〈”

Ｒ
ａ
ｒ
】”
〓
＞
ｘ
Ｈ〓
し
な
ど
が
あ
り
、
と
も
に
、
老
大
木
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
近
時
最
も
普
通
の
ソ
メ
イ

ョ
シ
ノ
£
』
＆
８
３
お
〓
＞
↓
∽
Ｃ
〓
し
は
、　
オ
オ
シ

マ
ザ
ク
ラ
と

エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
雑
種
ら
し
い
が
、
弱
く
て
枯
れ
や
す
い
の
で
、
大
木
は
な
い
。

コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
３
・〓
σ
ゴ
【̈一ｏ
【Ｆ

〓
Б
）
は
、
す
べ
て
栽
培
状
熊
だ
け
で
知
ら
れ
て
お
り
、
自
生
地
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
エ
ド
ヒ
ガ

ン
の
偶
然
変
種
、
ま

た
は
マ
メ
ザ
ク
ラ
と

エ
ド
ヒ
ガ

ン
の
雑
種
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
関
西
地
方
に
は
見
ら
れ
る
が
、
関
東
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
種
類
で
あ
る
。
本
県
で
は
伊

那
地
方
に
多
い
。
そ
の
葉
は
先
が
尖

つ
て
い
る
υ
葉
縁
に
は
、
や
や
著
し
い
大
形
の
重
鋸
歯
が
あ
り
、
両
面
、
特
に
下
面
脈
上
に
著
し
い
伏
毛
が
あ
る
。
ま
た
、
が
く

筒
は
、
や
や
ふ
く
れ
て
、
若
葉
や
花
梗
と
と
も
に
、
多
少
毛
が
あ
る
。
花
は
、
微
紅
色
で
美
し
い
。
や
や
大
形
で
全
開
し
、
花
柱
に
は
毛
が
な
い
。
葉
に
先
だ
つ
て

花
が
開
く
。

春
の
さ
き
が
け
を
す
る
も
の
で
あ
る
が
、　
高
遠
で
は
四
月
二
〇
日
前
後
か
ら
月
末
が
見
ご
ろ
で
あ
る
。　
し
か
し
、
「年
に
よ
つ
て
多
少
遅
速
が
あ
る
の

で
、
こ
の
ご
ろ
で
は
四
月

一
〇
日
前
後

の
こ
と
も
あ

つ
た
。

コ
ヒ
ガ

ン
ザ
ク
ラ
は
、
小
喬
木
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
こ
で
は
た
く
さ
ん
の
老
大
木
が
あ
る
。
そ
の
う
え
そ
れ
ら
を
交
え
て
八
〇
〇
本
も
の
純
林
を
つ

く

つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
他
に
そ
の
類
例
を
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

上

山

口

の

諏

訪

社

社

叢

Ｇ

版
第
４‐
ル

附
録
第
“
図
参
３

所
在
地
　
西
筑
摩
郡
山
口
村

交
　
通
　
中
央
線
坂
下
駅
下
車

バ
ス

上
山
口
の
諏
訪
社
社
叢
は
、中
央
線
坂
下
駅
か
ら
濃
飛
バ
ス
で
、中
津
川
行
ま
た
は
馬
籠
行
で
ゆ
く
と
、
約

一
〇
分
は
ど
で
着

く
毎
縮
痢
豪
軒
率
Ｙ

社
叢
は
三
、
九
五
七
平
方
厨
金

、
一
九
七
坪
）
で
、
そ
う
大
き
く
は
な
い
。

社
叢
の
上
木
層
は
、

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
ｏ
コ
ウ
ヤ
マ
キ
ｏ
ヒ
イ
ラ
ギ
ｏ
ア
ラ
ガ
シ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
・
ツ
ク
パ
ネ
ガ
シ
・
イ
チ
ヨ
ウ
・
ヤ

マ
モ
ミ
ジ
・
ウ
ヮ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
・
イ
ヌ
ガ
ヤ
・
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
で
あ
る
。
下
木
層
と
し
て
は
、
サ
カ
キ
・
ソ
ヨ
ゴ
・
ユ
ズ
リ

ハ
・
ア
オ

ジ
ク
ユ
ズ
リ

ハ
・
ヒ
サ
カ
キ
・
コ
マ
ュ
ミ
・
ヤ
ブ
ツ
パ
キ
・
コ
シ
ア
プ
ラ
・
ク
ロ
モ
ジ
ｏ
ヒ
メ
ク
ロ
モ
ジ
ｔ
ミ
ズ
キ
・
ア
プ
ラ
チ
ヤ
ン
・

高
速
の
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
樹
林
ｏ
上
山
口
の
諏
訪
社
社
叢

第42図 ユズリハ
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モ
コ
ノ
キ
●
イ

モ
ノ
キ
●
ア
カ
メ
ガ

シ
ヮ
●
ヌ
ル
デ
ｏ
ク
サ
ギ

ｏ

な
ど
あ

る
。
　
ま
た
、　
灌

木
草
本
類

に
は
、
　
ク

マ
イ

チ
ゴ

ｏ

ツ
ノ

ハ
て

Ｔ
、≧

ヤ
ブ

ム
ラ
サ
キ
ｏ
チ
ヤ
・
サ

ル
ト
リ
イ
バ

ラ
・

テ
イ

カ
カ
ズ

ラ
■
‐
ブ

コ
ウ
ジ
・
サ

ン
シ
ヨ
ウ
・
ス
イ

カ
ズ

ラ
・

ヤ

マ
ア
ギ

サ
イ
・
ヤ

マ
ガ

シ
ウ
‥
イ

ヌ
ト
ウ
バ

ナ

・
オ

ニ
ド

コ

ロ
ｏ
ア
ケ
ビ
・
ガ

マ
ズ

ミ
ｏ
コ
バ

ノ
ガ

マ
ズ

ミ
・
ア
カ

ミ
ノ
イ

ヌ

ツ
ゲ
ｏ
キ
イ
チ
ゴ
・
ク

マ
ヤ

ナ
ギ
二
一
ゴ

メ
ウ

ツ
ギ
ｏ
フ

ユ
ズ

ク
。

ツ
ル
ア
リ
ド
ウ
´
シ
・
シ
ヤ
ガ
・
ヤ
ブ

ラ

ン
ｏ
ヒ
メ
ヤ
、フ
ラ

ン
ｔ
ミ

ズ
ヒ
キ
ｏ
ヤ
ブ
タ
バ

コ
・
サ
サ
ク
サ
・
ハ
イ
チ
コ
ザ
サ
ｉ
小
ソ
バ
ト
ウ
ゲ
シ
バ
ｏ
サ
ラ
イ
ツ
グ
・
フ
ユ
′
ハ
ナ

ワ
ラ
ビ
夫

ニ
シ
グ
・
′、
リ
ガ
ネ
ワ
ラ
ビ
な
ど
見
ら
れ
る
。
社
叢

の
南

Ｈ
近
く

に
、

ス
ギ
の
日
通
り
川

囲
八
肝
と
い
う
県
下
有
数
の
大
木
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
菜
島
社
前
の
シ
ダ
レ
エ
ノ
キ
６
〇
三
∽
∽」３
３
お

「
詢
”
ｐ
Ｓ
『
ｏ
９
２
ご

〓
ｋ
ｏ
∽
工
Ｊ
は
、
本
県
以
外
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
珍
種
で
あ
り
、
し
か

も
現
在
ま
で
わ
ず
か
三
本
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
う
ち
の

一
本
で
あ
る
。
国
の
天
然
記
念
物

の
指
定
を
う
け
た

丸
子
町
東
内

の
も
の
ほ
ど
み
ご
と
で
は
な
い
に
し
て
も
、　
成
育
も
よ
く
、　
こ
れ
ま

た
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
社
叢
西
端
の
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
は
、
県
の
内
部
で
は
と
う
て
い
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
美
し
い
発
育
を
見
せ
て
い
る
し
、　
コ

ウ
ヨ
ウ
ザ

ン
の
発
育
も
す
ば
ら
し
い
（目
通
り
周
囲
九
〇
付
ｙ
）
。

本
県
の
平
地
は
、　
一
般
に
温
帯
性
植
物
の
地
域
で
あ
る
が
、
南
部
に
は
少
数
な
が
ら
暖
帯
性
の
も
の
が
入
り
混
つ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ご
く
ま
れ
で

あ

つ
て
、
方
々
歩
き
ま
わ
ら
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
社
叢
で
は
わ
ず
か
三
二
二
〇
〇
平
方
房
貧

、○
○
○
坪
）
余
に
過
ぎ

な
い
小
地
域
に
、
暖
帯
性
の
も
の
（前
記
―
の
あ
る
も
の
ｙ
一〇
種
近
く
も
数
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
温
暖
両
帯

の
植
物
を
立
ち
ど
こ
ろ
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

う
え
に
、
名
木
珍
種
を
含
み
、
学
術
上
重
要
な
資
料
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
。

",+^,41lll ),;"v=14ffi431\1 Y41*

第45図  ヒサカキ



- 51 -

辰
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ホ
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図
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所
在
地
　
上
伊
那
郡
辰
野
町
人
字
辰
野

交
　
通
　
中
央
線
辰
野
駅
下
車

辰
野
の
ホ
タ
ル
発
生
地
は
、
天
竜
川
の
右
岸

一
＝
”
に
わ
た
る
広
範
囲
な
地
域
に
な
つ
て
い
る
。　
ホ
タ
ル
を
見
る
に
は
、　
辰
野
駅
前
か
ら
左
に
線
路
添
え
の
道
を

ゆ
き
、
踏
切
を
渡

つ
て
天
屯
川
畔
に
下
り
た
松
尾
峡
が
よ
い
。
徒
歩
で

一
〇
分
で
あ
る
。
汽
車
で
見
る
と
、
辰
野
駅
を
喩
疎
効
●
出
て
ま
も
な
い
天
竜
川
鉄
橋

の
す

ぐ
上
流
で
あ
る
。

こ
の
附
近
は
、　
左
岸
の
山
ぎ
わ
の
高
い
所
に
七
＝
”
に
わ
た
る
東
大
屯
用
水
路
が
あ
り
、
ま
た
、
右
岸
川
添
え
に
大
せ
ぎ
が
あ
る
。　
こ
の
両
用
水
路
は
、
古
く
か

い
ホ
タ
ル
の
多
発
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
今
は
そ
の
下
流
は
少
く
な
つ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
諏
訪
湖
か
ら
流
れ
で
る
天
竜
川
の
水
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
諏
訪
湖
は
、

日
本

で
も

有
数
な
富
栄
養
湖
で
あ
る
．
そ
の
富

栄
養

の
水
が
川
水
路

に
入
る
と
、
き

わ
め
て
お
だ
や
か
な
流

れ

を

っ
く

る
。　
ル
、
の
う
え
、
水
―‥――
の

増

減
も

き
わ
め
て
少
な
い
ぃ

こ
と
に
１１
流
で

は
、
農
業

の
影
絆
を
う
け
る
こ
と
が

少
な
い
の
で
、
県
下
ま
れ
に
み
る
好

条

件
を
そ
な
え
て
い

る
。　
そ

の

た

め
、　
カ
ワ
ニ
ナ
っ
〓
一ミ
じ
や
タ

ニ
ン

（≦
く
】ｏ
鶴
５
）
が
多
く
す
み
、
こ
れ
が

辰
野
の
ホ
タ
ル
発
生
地
第46図 交尾
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ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
エ
サ
と
な
る
。

辰
野
の
ホ
タ
ル
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
ｅ
Ｒ
Ｏ
”
】””８
』
∽
〓
ｏ
Ｈ
∽
Ｆ
）が
主
で
あ
る
。　
こ

れ
は
、　
や
や
大
き
な
種
類
で
あ
る
。
　
お
そ
く
な
つ
て
か
ら
、　
や
や
小
さ
な

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

（Ｆ
ｏｌ
８
””一”
〓
Ｏ
ｏ
↓
Ｆ
）が
少
し
発
生
す
る
。
　
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
こ
こ
で
の
最
盛
期
は
、

六
月
下
旬
で
あ
る
。
成
虫
の
寿
命
は
約
二
週
間
、
こ
の
間
に
、
水
べ
り
の
コ
ケ
や
草
の
根
元
´

に
集
つ
て
産
卵
す
る
が
、　
そ
の
卵
は
、　
径
○
・
五
崎
″
く
ら
い
で
あ
り
、　
一
匹
で
〓
一〇
〇
―

五
〇
〇

く
ら
い
産
み
、　
す
で
に
光
つ
て
い
る
。

七
月
下
旬
に
は
、　
一
・五
崎
″く
ら
い
の
幼

虫
が
孵
化
し
、
カ
ワ
ニ
ナ
や
ヒ
メ
タ
ニ
シ
を
食
べ
て
生
長
す
る
。　
一
惨
′
く
ら
い
の
カ
ワ
ニ

ナ
に
二
〇
―
三
〇
匹
０
幼
虫
が
つ
い
て
、
つ
い
に
そ
の
内
容
を
食
べ
つ
く
し
て
、
そ
の
空
殻
‐

に
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
昼
は
こ
う
し
て
砂
礫
の
か
げ
や
貝
殻
の
中

に
か
く
れ
て
、
夜
活
動
す
る
の
で
あ
る
。　
こ
の
幼
虫
は
、
十

一
月
下
旬
に
な
る
と

一
・五
付
ダ
以
上
に
も
生
長
し
て
、
砂
礫
の
間
に
も
ぐ
つ
て
冬
眠
す
る
が
、
翌
年
三
月
中
旬
以
後
ま
た
活
動
を
開
始
す
る
。
そ
し
て
、
四
月
下
旬
の
雨
の
日
の
夕
方

七
時
―
九
時
ご
ろ
の
間
に
い
つ
せ
い
に
川
ぺ
り
に
は
い
上
つ
て
き
て
、
土
中
に
も
ぐ
つ
て
土
マ
ユ
を
つ
く
り
、
そ
の
中
で
蛹
化
す
る
が
、
い
ず
れ
も
光
つ
て
い
る
。

水
か
ら
出
て
蛹
化
ま
で
五
週
間
、
さ
ら
に
三
週
間
で
羽
化
し
て
、　
三
曰
く
ら
い
し
て
か
ら
と
び
立
つ
。　
オ
ス
は
、
そ
の
数
が
少
な
く
、　
活
動
も
に
ぶ
い
が
、　
メ
ス

は
、
三
―
五
日
お
く
れ
て
発
生
し
、
そ
の
数
は
多
く
活
動
性
が
あ
る
。

以
上
野
外
観
察
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
幼
虫
の
生
育
期
間
は
、
ま
だ
正
確
な
こ
と
が
わ
か
つ
て
い
な
い
。
世
の
常
に
見
る
よ
う
な
、
自
然
環
境
に
お
け
る

動
物
群
集
の
衰
微
の
一
途
を
た
ど
ら
な
い
よ
う
、
念
に
は
念
を
入
れ
て
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第49図 幼虫

第50図  カワニナとヒメタニシ(左 )
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図版第1 白山社社殿正面 ,19611‖ ギ
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図版第2 由山社社殿の位置

毎 ぎ 1   1

長 野 県 宝 白 山 社 社 殿

御牧ヵ原の北の端は、高いきり立つたがけになつて、「 1111サ ll

にのぞんでいるが、釈尊寺は、このがけの中‖1に
`ケ
)るぃ小諸り(

からバスで15分 くらいて、 寺のドに若く。 参1こは∵|と ∵|と の
11にある。 かなり急な道てある。 この1首を5～ 51 nl11ど で,る
と、 キとなる。∵Iと 木、アちに囲まれた境内には、本■・ル111「・fi

「 1円などが配rtさォ
tて ぃるが、最も日をりくのは観ド千■だ。高

いがけにかけわれた舞台造りの建物である。奥はイ|く つになつ

ていて、その中には Tl要文化財γf殿 1鎌 nl年 llが 1/Kめて
`′
)る∩

|'|lllネ 11の イli殿は、 本→1から観ド,Iへ 行く,芭の途:|!にある(41反

第2.0 見世棚,1り 春H造 りの小さな建物てル)る .4版第1。 か
な
`)破
夕1ヒ ているが、 建立当初の部 |イ を`Iく のこlて いる。

建 14イ li代はり〕らかでないが,柱の

“

i・ HJ木・ l li 4くなどび)様 式か

ら本田l時代初期 14世紀のものと考えいltる 。 本文3-4｀ ―シ́ ■1'



「■111・  1 ヽ

図 版 第 3 上 田 城 西 櫓 (1961年 撮影。県観光課若林伝氏提供 )

″ 選t
_ヒ詩颯IムⅢ=千洲千川の段 r:あ Lに建てられ●城であるる

・

築城のいきさつは、はつきりしないが、真II11(の 築城後、

仙石氏によつて改 lltされたiと 伝えられている。覚延のたli

メ:には、櫓がしつあつたことが記されている。しかし、

大守は記 lkされていないぃおそらく、なかつたのだろう。

痰藩後、 西櫓を除き1図版綸3｀、他の建物は捏、ドげ られ

熟:粕漱鮒11機じヒi:till獄ヤ
なlfriか ら、現在櫂が 1供のこつているのである。 1棟

とも、村1行 /i110梁 |||lνЧHll、  人|サ屋造り、 本JIL ITの 1重
|イ年である。

'Lギ

|イ li代は、はつきりしないが、り[永をドる

ものではないと思わllる ハ 11111城跡は、 丈化Hイ 1来 1湾″:に
よつてた跡に1旨定さ1,ている。したがつて、このlf年 もりit

iIと 卜」‖も■こり1助 1ヽ旨 ,Lk化‖イとして、 保
`護
さオtていろ力)(す

である。             4(え 7～ 81-ジ '■ 1

図版第4 明治5～ 8年 ころの上田城 場t‖ 1l JLI‖ り上ti,1, 11田
'教

イ,■ 1ヽ去/1,|

，゙″　　一ュＪヽ
Ｔ，

長野県宝 上 田城
曲鰤』



蛉 痣|｀ヽ

長野県宝 仏 岩 の 宝 懐 印 塔

Jヽ先ti‖
`と

illk:i方 |‖

`の

境に人|:Ч峠 414 2nl、 力ヽ ちるが

ここから 2 k nllよ どJヒン、卜ると、 ″、∵|と 口「 |よオtる

∵1山がある。イi造 |(N印塔は、この 11にある。 f11

11t線 人Lt炒きで、lL 11に 乗り換え、2()分ほどFiく と

丸 F‖ Jへ着く。ここからバスで、1(久保力i旧 Jを糸1

て 1時 |11ほ ど行くと、ク、∵|に着く。かなりF炎 ヒい

イ1山てある。1111は 少し rヽに なつていて、そこに

11腱 日j塔がある、図版l.ら ぃ もと全長t想・|卜端か「ぅ枯
輪「端まで,1()8,6255cill、「t518分 5■ 'あつた。 し力.
し、今は‖1輪 23,937c m・ 719分 )がなくなつている。

塔身の四面に四仏種 1を、 笠の中「・ |「 と
'tt礎

の四

面に に掟印Fと ltil:リピが亥」んで llる 。さるにムヽ礎の1/q

面に t志長第 ‐之肝 1以 ドの銘烙 14版第6が 亥1ん で

あるo い~'サ tも 険亥」でぁる。 これによつて、 応
長元年(署辞ft栞 )の建、アであることがわかる。県下

でイト代のはつきりしている
′
IIは 自l塔中最も 11い も

のである。また、
′
|`氏 印lLrlll尼 がすむ字で刻んであ

f$t

|ダ漂
夕
`摯

蕗

ぶ
ヽ
，独ビヽ

図版第5 石造宝笙印塔 (1953年撮影)

図版第6 石造宝筐印塔基壇陰刻銘

ることも珍らしい。 (本 文4～ 6ペ ージ´ |■ヽ



長野県宝 木造伝観音菩薩立像

長野市内の西の/1に 1勇 ‖ 111、 7841111 il

士ノ塔 山(998m)な ど・
71山 が々そびえて

いるが、 111覚 院はこの山のふもとにあ

る。 長Tr駅で ド嗜4し 、安茂lll方面iへ行
くバスヤこ乗る。 llll化 川|をわたり、 しば
らく行くと人間となる。 ここて ユヽ|二 し

て山を‖標に参道を登ると、 正覚院に

着く。境内にはいると、llil面の山のう

えに観音11があり、 それより・I,さ が
つたところに本堂や‖i社lがある。観計

像はい版第7)、 今本堂にあるが、 もと
は観計堂にあつた。 この地方では窪寺
の観音と呼ばれ知られているが、 その

本尊である。製作年代はりlらかでない

が、 様式から藤原時代 11世紀)の ものと
考えられる。 ・木造りて、像高は181Cm
(5尺 9・18分 ,あ る。 体躯は重厚で、 肩
に張りがあり、胸がlFい。顔容は古風 .

図版第 7 木造伝観音菩薩立像上半身

である。 本文  10ベ ージ参照 )



)

図版第8 木造阿弥陀如来坐像正面

長 野 県 宝 木 造 阿 弥 陀 如 来 坐 像

ギ:村 Fl駅て下 llし て、東へ 5～ 6分ほど行くと西念寺がある。
iJ弥陀力1米像は |「Kn版第3)、 このキの本尊で、本,1にある。製作

年代ははつきりしないが、様式から藤原時代末期(12世紀

'と

考え

られる。材はヒノキて、寄木造りである。像高は130Cm(4尺 3寸 )

ある。定印′)阿弥陀像で、定劇l様の典型的なものである。温雅

な藤原風を示している。像の底にはつた板に、銘文鯉版第9)が

ある。修Fllし たときの記録である。   (本本 9～ :0ペーン参照v

図版第9 木造阿弥陀如来坐像板書修理銘



11,′ ぱ 移し

・r′′‐1ギ 1

進0ま館は、|11高速藩の藩学校であつた。万延元年(1860)

に

'1設

された。りl治になつて療校になつたが、高速城跡

咽版第12)内に、講堂・4L徒控室・玄関などの遺構図版第lo)

がのこつていて、 当時のおもかげをしのぶことができ

長野県史跡

(本文 13～ 15ペ ージ参照)
図版第11 額 面

館徳進
藩
学
士屋昔同

旧
藩

る。

図版第10 進徳館正面
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良白泰丸跡Ⅲ高.即―
,j  ′l

第一 号 古 墳

飯III線 元善光キ駅かい作t歩で北束へ 1～ 2分ほ

ど行くと、こんもりと茂つた森がある。これが高

岡第一号占lJt(図版第15,である。前方後円lJlで、規

模が大きい。仝長(東 西́、)は72m、 高さは後円部が

55m前方部が8mある。後円部の南西部にlVi穴式
7i室 (図版第13)がり‖日している。l」l丘に比べて小形

′である。墳 riは もと11石でおおわれていた らし

い。 ところどころに、その痕跡憫版狙4)がみられ
る。このごfげWま、りit下の代表的な古墳の一つであ

るもしかも、原形をよくのこしている。

(本文 15～ 18ベ
ージ参照)

‐，Ｆ

ヽ

‥
・

高岡第一号古墳石室

ヽ
図

牌
第 14 高 岡 第

一 号 古 墳 葺 石

`   
ヽ

'ソ

だ   `

F・

が

ぬ

・ ・

、, F

デ
轟
一

図版第13

図版第15 高岡第一号古墳全景



長野県史跡 木 曾福 島 関跡

福島の関所助は、町の東端にある。ここは、上田rから

80mほ ど急な坂を登りつめたところである。木曽川の流

域で最も両岸が 狭くなつているところだ。 創l設年代は

明らかでないが、おそらく、中山道の開かれた慶長 7年

(1,602)を あまりくだいないころに設けられたものであろ

う。明治 2年 (1.869)6月 にこの関所は廃された。その際

建物などは全部取り除かれた。原形 (図版第17'も そ
の後ひ

どく変更されたが、東門・西門附近は旧状をのこし(図版

第16)当時のおもかげをしのぶ
ことができる。

t本 文 18～ 21′ =‐ ジ参
照)

図極第16 本曾揮阜関跡現林

図第第17 木曾福島関絵図



図 版 第 18 古 屋 敷 繋 飼 場 跡 附 近 (1955年 撮影)前面か第 1段 ,そ の上部の黒い ところが第 2段 ,そ σう卜の白い個所力■ 3段 ,そ の 11の黒

い部分か第 4段である。

長 野 県 史 跡 埴 原  牧  跡
附信濃諸牧牧監庁跡

jlth原
牧は、信濃・IP斐・武蔵。上野の4カ 国に限つ

て、 8世L紀の半ばころから10世紀にかけて設けし

れた勅旨牧轟線とぃ、ぅ)の つ́てあつて、 ム:馬 寮
に所属していた。この牧の創設年時は、りlら かで

ないが、ほぼ 8世紀の中ごろかと考えられる。そ

の規模はあまり大きくないが、かえつて、そこに

Ilf色 がうかがえる。勅旨4女の他の多くの1女は、そ

の跡がliと んどうかがえないが、111原 4女はllF示

すことがてきる。すなわ r,、 牧口lli:は Jヒ j直原‖;落

の‖∫卜11也 箱に、現業li:は |'il l原部落の T^イ i地 籍

に,1文 人
'っ

の||:「 1地と撃 n」 1/7と は|」「

“

落 tll llf LIりt

(図片反第18T・イi「j地籍に、ケkl女場は、口iJL iilの り(‖ :

に連接する地域と牧の内J也籍、 さ収こ|ケ 後の
'fヘ

I LI・ 前鉢 1人山の 口ll l山 11にわたつて rr在 していた

と推定てきる。信濃 1者 4女 1女嗜「 li:跡 は、北ム|:":(‖;落

の鳥内t庁げ]ヽ と呼ばなる地籍にある「乾Hl^建 1カの

跡と入ら1と る礎イT(l・版鳩19～ 20と 地制とが の こつ

ている。 この種の選跡は、 他に発見されていな

図版第19 信濃諸牧牧監庁跡出土礎石

い。唯  のものてある。 (本 文21～25ぢ 照 )



転鷲

警'1

長 野 県 史 跡  多 田 加 助 宅 跡

劉 1加助は、 rt享 3年 (1686)松 本で起きた農民一撥の中心的人物

て、その折処刑されたが、義民として力1しれている。宅跡は、中萱

部落の南西の端にある。もとここには、東西54.rm、 南北63 6inわ

lllが周囲にめぐわしてあつた。また、東に向つて木 ,」 口があつたら

しい。今ここは、水田と宅地となつているが、その東南の隅に11と

L居の一‖:がのこつていを。lfH:は 、りl治イ
｀
年ころまては原形をとど

めていたが、今のこつている部分は、幅 6m、 深きfmて ある。ま

た、その内側にのこつている土居は、幅 3m、 高さ15mで ある。
:r;) l:t:lt ', ,4:D Zyl/|'ij.t) , ltlw.h\i.6" 4く 文2,～ 27参 ri

長 野 県 史 跡  上 原

上原遺「lliは 人町市の北西にある。 iこ は、背後ます)かに日本ア′レ

フスの口|々 を何〕ぎ、 菊方に松本平を見はるかす景勝の地である。「Fイ

和25年から17イ 11にいたる 111占 |に 、前後 4回にわたつて発掘が行な

われたが、 この発掘によつて、縄文文化時代ざj期かわ中期の初めこ

ろまての遺跡てあること力け)かつた, また、 このとき多数の選物
と遺構とが発 )と されたが、特に配イi勤iが発見されたことは

'キ

:‖ きオl

る。この配石跡は、環状イi離 として復原されたが、最近隔i題 となつた

|,」種遺跡の |[ll lを なすも′)て liな いかとないllる 。 ォ文2「～19'11)

跡遺
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図版第22 りll柳将軍塚古墳遠景(篠ノ井市教育委1ヽ会」こ,い

長野県史跡 川柳将軍塚古墳

篠ノ井市下石川部落の背後には海抜 4～ 700mの低い口|が

横たわつているが、川柳将軍塚古墳はその山の山腹(図版第231

にある。ここは、善光平の西南端に当るところである。この

Ff墳から一段上がつたところに、姫塚と呼ばれるぷj方後円墳

がある。また、やや下つた山の背に円墳数基がミクんでいる。

将軍塚古墳は、南々西から北々束に主軸をおく前方後円lltで

ある。前方部は北束に当たる。全長は約92m、 後円部の径は約

40m内外、前方部の長さは50m、 その前yllの‖4は 31mである。

後円部の径に比べて、前方部が長く、かつ幅が狭い。高さも

はるかに低い。前方後円IItと しては、比較的|||い
ll l式を備え

ている。
'日

淳はない。■輪を立てたとみえて、その胸7片が認

められる。堪室は、,1,i時代に発掘されてしまつたので、明

らかでないが、後円部と前方部に竪穴式の石室があつたよう

である。副葬品については、確実なことがわからないが、4j

施‖lネ Lに所蔵されている品日のうち、 ■類・銅鉄・筒形銅器・

'ド
輪石・軸形石製品・棒状衡1製品0鉄剣・鉄プリなどはここのもの

と思われる。この古lluよ、今まで明らかにされた限りでは、

県下最古の占墳とすることができる。また、前j馴的占式墳の

メご北限に位置している。 (本 文29-32ペ ージ参照 )

図版第23 り|1籾p将軍塚古墳墳丘



図版第24 佐久間象山宅跡全景

口板第25 佐久間象山肖像1写 真`

長 野 県 史 跡 佐 久 間 象 山 宅 跡

仏i久間象山は、幼名を啓之助、長じて名を啓、字を子明といつた
象山はその号である。文化 8年 (1811)2月 H日 、松代藩士佐久問 ・学
の長子として生まれたが、元治元年(1864)7月 京都で暗殺された。象
山は、時代の先駆者として、当時およびその後の社会に大きな影神
を及ぼした。宅跡は、象山(4758m)と いう山のふもとにある。 象山
神社の西南に隣るところである。ここは、象山のlH父 1`i衛門国ハ::
が真国家に仕えたとき、藩から与えられたものてある。

′
に暦年間の

松代藩土屋敷割図には、佐久間彦兵衛屋牧となつていて、西面14問
2尺、北面22間 3尺、東151113尺、 南面H間 4尺、 総坪330坪 とな
つている。象山がイキ:11し たころは、四方に土力rを |口 lら して、南面の

中央よりやや東寄りに表門があり、西面の中lALに裏門があつた。こ

の場rに田まれた中に、住宅・学問所。槍貪1術通場。藩 ti真田ヤ貫の体

憩所・ ri石製造原十Fi場があつた。また、裏|“lの 両lJJに長屋が 2棟

あつた。まず表円をはいると、 休憩所、2間 2間 があつた。 この北
に|キi彙 (鰭 荒:朋羊)があつた。 また、裏門のス:「の道路際に道場
(鷲寵T印があつた。この道場と|サ屋の間に学隔11折イ2聞 2間半)があつ

たハさらに裏門西脇に長Hがあつた。この長屋は、南は 2間に 4問
11、 北は 2間に 3間 の建物であつた。硝7f製造原11置場13間 4ヽ日Л)
は屋敷の東北の隅にあつた。 また、 長屋と原 11置場の|11には、 東
に竹やぶ、それに続いてrf・ 菜場があつた。象山のクピ後、このF敷は
llkり 上げられ、他に lJえ られたが、さらに廃藩後、他の所有になつ

た。そしていつしか建物はlkり こわさ
'し

た。1本文33～35ページ参照,



図版第26 栗林遺跡全景

長野県史跡 栗 林 遺 跡

中野市の西の端にriがある。千曲川の川床にのこされたri陵てぁる。栗

鵠顧豫増易繰最県19ま :l[セ象尖株磐蘇:玄 ::｀昇11斐 [欝 RI協縁
遺警源遣ふ緻ド誉3斎皆発賃誓言え1軍亀羅i骨,禁臭藤負[サ亀卜られて
から、注目さオtる ようになつた。昭和23年に発掘調査が行なわれた。

この

と
き発警鼻堤惚えヒモ増ぽ

版
繁思i銭背景:七 [送亀:東西約360m、 南北

躯■、な燻み期Ψ鴇鷺蹂協3翻市
｀
翻策iII,1鞣

に

員李燿だ名『
彙ふな :な n:こ のうち重要なものは、文化財保護委員に

よつて、史跡としてl旨定されている。尖石石器時代遺跡(ォ野市)、 上之段石

器時代遺跡、茅野市い、平出遺跡(塩
'L市
、`成立石器時代住居跡、小県郡東部町)、 寺

ノllli石器時代住ヤ1跡 1同 'の う件である。大部分が縄文文化時
代の遺跡であ

る。弥生文化時代のものはなかつた。こんど栗林遺跡を指定したのは、
こ

図版第28 栗林式土器

うした点を考慮 したためてある。

図版第27 栗林遺跡住居跡

(本 文35～ 37´ t― ジ参照 )
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長野県天然記念物 桶沢のヒメバラモミ

ヒメバラモミは、マツ科の喬木で、古代に繁茂した

植物であるが、現今は分布が狭められている。ここに

は二木あつて、いずれも巨木である。このような分4j

の狭い植物のli木があることは学術上意義深い。

(本文43～44ペ ージ参照 )
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図版第32 ハナヒウタンポクの漿果
`輌
I化光thl彫 ,

長野県天然記念物 長倉のハナヒヨウタンボク群落

・・ 1,,′

ハリ‐ヒコiン タ ンガギク(ス ィヵズレ|いは ノ( l「 オ(,J,サ1,メハijに

大陸奥地に発′liし 、水河り‖に広くゎが11に分(jし た1山物

てル)る といわオ1るが、気候め|口 1復 とともにおおかたは絶

えて lま い、∵|「県と浅|llllIの .く、もとυ)こ こに1編離分布
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図 版 第 35 ツ キ ヌ キ ソ ウ t中間博氏撮影ヽ

図版第36 1鬱神社社叢全景

長野天然記念物 菅平のツキ又キソウ自生地

ツキスキツウは、多年
′
t中 木て、 ′、千  ` |( :1~

る。 満州・アメ、一′:・ ウスリーか「 、わが  lit 1 1lt

lF県 )にかけて分布する. り|ヽ ドIは″ 1111,II‐ 11:‐  1

いるが、 _こ が i/i名 〔ある. Iぇ ■～1, , ■



長野県天然記念物 尖喜神社社叢

図版第37 11拝 神社社叢の林相

平リコこ残さオtた |'1然林て、 1白 illlも せ(

い。 この地方の :1「い林‖|の 1■物として rt
,1な ものと思わオtる 。
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長野県天然記念物 高速のコヒガンザクラ樹林

高速城lVll内 の公園地27,8()2だ (8425坪 )に 800

余本tlヨ ヒカン■ドクラがある。5()11以 上のもの

が2(10本 、1()()イ litt Lの「f木 も相当数ある。これ

いは1学 コカンザクラである。llかにはこういう

ところは少ない。 1本 文48～ 49｀ミーシ参照1,

図版第38 高速公園とコヒガンザクラ樹林 1｀

図版第40 冬囲いをしたコヒガンザクラ

図版第39 コヒガンザクラの花



図版第41 上山口の諏訪社社叢全景

長野県天然記念物 上山口の諏訪社社叢

べニシタ
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図版第42 上山口の諏訪社社叢の潅木草木類

ヒメヤブラン
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図版第43 辰野のホタル発生地

長野県天然記念物 辰野のホタル発生地

ホタ′しの発
′
li地は1まかにもある力t、 ここilど |′ |

然 1lt境がよく、 いり)う ぶん鑑11て きる場所はそう

多くない。源1(ホ タルが主であるが、少 tお くれ

て 11家ホタルも発
′
liする。  妹文5卜 121-ジ I● 1)

図版第44 ホタルの生態
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第51図  佐久間象山宅跡指定地域図(1;600)
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辰野のホタル発生地
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